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一
、
は
じ
め
に

　
明
治
三
十
年
か
ら
四
十
年
頃
の
日
本
は
、
憲
政
党
に
よ
る
日
本
最

初
の
政
党
内
閣
を
経
て
、
伊
藤
博
文
を
総
裁
に
旧
自
由
党
勢
力
を
母

体
と
す
る
立
憲
政
友
会
が
成
立
し
、
明
治
立
憲
制
下
に
お
け
る
政
党

政
治
形
成
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
時
で
あ
る
。
ま
た
、
対
外
政
策
は
欧

米
先
進
国
と
国
際
社
会
で
対
等
な
地
位
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
朝

鮮
半
島
を
勢
力
圏
に
お
さ
め
る
政
策
が
進
め
ら
れ
た
時
で
も
あ
っ

た
。
特
に
同
二
十
七
、
八
年
の
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
、
海
外
植

民
地
を
持
つ
国
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
局
に
影
響
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
つ
い
で
、
同
三
十
七
、
八
年
の
日
露
戦
争
の
勝
利
に

よ
っ
て
朝
鮮
の
支
配
権
を
確
立
し
た
日
本
は
、
帝
国
主
義
列
強
の
一

員
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
）
1
（

る
。

　
で
は
、
当
時
の
仏
教
学
界
を
み
る
と
、
真
の
学
術
的
意
味
に
お
け

る
仏
教
学
完
備
の
時
代
と
い
え
、
仏
教
学
は
印
度
哲
学
と
並
ん
で
歴

史
的
、
哲
学
的
研
究
を
進
め
ね
ば
な
ら
ず
、
梵
語
学
、
宗
教
学
も
研

究
の
対
象
と
せ
ね
ば
真
の
学
究
的
進
展
は
計
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

た
時
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
期
間
は
仏
教
学
研
究
の
基
礎

を
築
き
あ
げ
る
準
備
を
行
っ
た
時
代
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
日
清
、

日
露
戦
争
後
の
た
め
、
海
外
へ
の
進
出
に
礎
石
を
置
い
た
時
代
で
あ

り
、
中
央
ア
ジ
ア
探
険
発
掘
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、
日
本
仏
教
が
世

界
へ
進
出
す
る
先
駆
を
な
し
た
時
代
で
も
あ
っ
）
2
（
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
名
古
屋
の
仏
教
界
で
は
大
き
な
話
題
が
二

つ
生
ま
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
釈
尊
の
仏
舎
利
が
日
暹
寺
（
現
在
、

徳
源
寺
の
涅
槃
銅
像
に
つ
い
て

川
　
　
口
　
　
高
　
　
風
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日
泰
寺
。
千
種
区
法
王
町
）
を
建
立
し
て
祀
ら
れ
た
こ
と
。
も
う
一

つ
は
丈
六
の
釈
迦
涅
槃
銅
像
が
徳
源
寺
（
東
区
新
出
来
）
に
安
置
さ

れ
祀
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
余
り
話
題
に
な
ら
ず
、
そ
の
沿
革
な
ど
を
知

る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
徳
源
寺
の
涅
槃
銅
像

を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
飯
田
道
一
の
略
伝

　
飯
田
道
一
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
四
年
三
月
に
原
田
鎗
三
氏
が

道
一
の
功
を
後
世
に
残
す
べ
く
『
梅
干
和
尚
』
を
著
わ
し
、
中
京
婦

人
社
よ
り
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
に
は
出
身

地
の
稲
沢
市
教
育
委
員
会
が
政
治
、
行
政
、
文
教
、
宗
教
、
芸
術
、

医
術
、
産
業
、
経
済
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
九
十
二
人
を
収
録
し
て

『
郷
土
の
人
物
誌
』（
稲
沢
市
教
育
委
員
会
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
著

作
の
二
十
九
頁
に
宗
教
人
の
一
人
と
し
て
道
一
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

稲
沢
市
出
身
の
有
名
な
人
物
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
三
年
十
月

三
十
日
に
発
行
さ
れ
た
『
角
川
日
本
姓
氏
歴
史

人
物
大
辞
典
』（
角
川
書

店
）
の
「
第
三
章
　
愛
知
県
の
人
物
」
の
い
項
（
四
一
〇
頁
）
に
も

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
右
の
資
料
を
中
心
に
し
て
略
伝
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

　
道
一
は
天
保
三
）
3
（
年
（
一
八
三
二
）
に
飯
田
与
左
衛
門
の
次
男
と
し

て
、
中
島
郡
稲
葉
村
（
現
在
、
稲
沢
市
）
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
吉

三
郎
と
い
い
、
後
に
常
十
郎
と
改
め
た
。
幼
少
か
ら
豁
達
で
、
小
事

に
は
あ
く
せ
く
せ
ず
、
い
つ
も
大
胆
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
細
心
の
注
意
も
し
て
お
り
、
情
は
深
い
人
で
あ
っ
た
。

　
飯
田
家
は
稲
葉
村
の
旧
家
、
豪
家
で
あ
っ
た
。
父
の
代
に
材
木
業

を
営
ん
だ
が
、
木
曽
山
を
買
入
れ
た
の
が
不
幸
に
も
目
算
が
は
ず

れ
、
家
運
は
傾
い
た
。
父
は
失
望
落
胆
の
た
め
、
道
一
が
六
歳
の
時

に
亡
く
な
り
、
三
年
後
に
は
母
も
亡
く
な
っ
た
。
残
さ
れ
た
三
人
兄

弟
は
叔
父
、
伯
母
の
世
話
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
不
幸
は
続
き
、
兄

は
道
一
が
十
五
歳
の
時
、
姉
は
そ
の
翌
年
に
亡
く
な
り
、
十
六
歳
の

道
一
は
人
生
の
無
常
を
感
じ
る
と
と
も
に
家
業
を
継
ぎ
、
飯
田
家
の

再
興
を
は
か
っ
た
。
尾
張
名
物
の
宮
重
大
根
の
切
干
を
は
じ
め
農
産

物
を
売
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
努
力
も
報
わ
れ

ず
、
人
生
の
悲
惨
の
極
に
達
し
た
。
そ
こ
で
、
道
一
は
飯
田
家
再
興

の
こ
と
は
あ
き
ら
め
、
出
家
得
道
の
志
が
起
り
、
家
名
や
財
産
な
ど

す
べ
て
を
従
兄
に
譲
り
、
故
郷
に
別
れ
を
告
げ
て
江
州
膳
所
の
桃
源

寺
（
大
津
市
西
庄
）
に
行
き
、
松
庵
和
尚
に
つ
い
て
得
度
し
道
一
と
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改
め
た
。
そ
の
後
、
桃
源
寺
を
去
っ
て
京
都
の
相
国
寺
の
師
家
越
渓

禅
師
の
徒
と
な
り
、
明
治
七
年
に
越
渓
が
妙
心
寺
僧
堂
を
開
創
し
た

際
に
妙
心
寺
へ
入
っ
た
。
そ
の
後
、
但
馬
国
朝
来
郡
世
希
土
村
に
陽

岐
庵
を
開
き
、
越
渓
を
請
し
て
大
衆
の
接
得
に
努
め
た
。
と
こ
ろ

が
、
越
渓
が
遷
化
し
た
た
め
、
明
治
二
十
六
年
七
月
に
は
陽
岐
庵
を

閉
鎖
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
の
萬
松
寺
（
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一

条
下
る
東
堅
町
）
に
足
を
留
め
、
郷
里
の
稲
沢
町
と
を
往
復
し
て
専

ら
法
談
に
努
め
、
廃
寺
の
再
興
や
道
路
の
改
修
に
も
力
を
尽
し
た
。

そ
の
間
に
イ
ン
ド
へ
赴
い
て
釈
尊
の
霊
跡
を
訪
ね
た
い
志
が
起
り
、

「
天
竺
仏
蹟
霊
塔
興
復
　
大
日
本
大
願
志
供
養
講
」
を
作
っ
て
寄
附

を
募
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
千
余
円
の
資
金
を
得
た
た
め
、
京
都
西

加
茂
の
霊
源
寺
（
京
都
市
北
区
西
賀
茂
町
北
今
原
）
の
釈
守
愚
と
と

も
に
渡
天
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
と
清
国
の
宣
戦
が
始
ま

り
、
行
く
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
道
一
は
渡
天
の
志

を
あ
き
ら
め
ず
、
千
辛
万
苦
を
も
の
と
せ
ず
、
荷
車
を
引
い
て
家
毎

に
梅
干
を
乞
い
歩
き
、
四
斗
樽
を
二
百
余
り
集
め
て
陸
海
軍
に
献
納

し
た
。
そ
れ
以
来
、
人
々
か
ら
は
梅
干
和
尚
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
明
治
二
十
九
年
九
月
に
日
清
両
国
の
平
和
条
約
が
結
ば
れ
た
た

め
、
道
一
は
再
び
渡
天
の
宿
願
を
果
た
す
べ
く
志
を
持
ち
、
九
月
十

六
日
に
釈
守
愚
と
と
も
に
三
年
間
の
予
定
で
神
戸
を
出
発
し
た
。
門

出
を
祝
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
道
一
は
大
本
山
の
妙
心
寺
に
は
死
亡

届
を
出
し
て
行
っ
た
。
神
戸
を
出
発
し
た
船
は
海
路
、
馬
関
、
香

港
、
新
嘉
坡
、
ピ
ナ
ン
ラ
ン
グ
ン
を
経
て
、
十
月
十
日
午
後
五
時
に

イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
港
に
着
い
た
。
道
一
は
仏
陀
迦
耶
へ
行
き
、

止
留
し
て
万
灯
供
養
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
イ
ン
ド
は

大
凶
作
に
み
ま
わ
れ
、
食
べ
物
に
事
欠
く
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
言
語
は
通
じ
ず
、
風
俗
に
も
な
れ
な
か
っ
た
た
め
、
道
一
の
志

は
貫
徹
す
る
す
べ
も
な
く
、
百
余
日
で
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
の
百
余
日
は
道
一
の
伝
記
中
で
最
も
光
彩
の
あ
る
所
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
旅
行
日
誌
と
思
わ
れ
る
も
の
が
興
正
寺
（
昭
和
区
八
事

本
町
）
の
八
事
文
庫
に
所
蔵
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
道
一
自
か
ら

の
手
記
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
別
人
の
書
き
写
し
た
も
の
か
は
明
確

で
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
八
事
文
庫
蔵
の
「
天
竺
仏
蹟
巡
拝
日
誌
」

と
『
梅
干
和
尚
』
三
十
三
頁
以
下
に
所
収
さ
れ
て
い
る
日
記
が
同
じ

文
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
八
事
文
庫
蔵
の
日
誌
以

外
に
も
日
記
が
存
在
し
、
そ
れ
が
『
梅
干
和
尚
』
に
と
り
あ
げ
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
遷
化
後
、
遺
品
は
道
一
の
希
望
に
よ
っ
て
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徳
源
寺
に
納
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
品
目
に
は
日
記
が
掲
げ
ら
れ
て
い

な
い
。

　
道
一
は
イ
ン
ド
に
滞
在
中
、
拘
尸
那
喝
拉
の
涅
槃
像
の
図
を
縮
小

し
た
も
の
を
得
て
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
帰
国
は
本
意
で
な
か
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
志
を
完
遂
す
る
た
め
、
名
古
屋
市
中
区
前
津
小

林
に
拘
尸
那
喝
拉
涅
槃
堂
の
仮
堂
を
建
設
し
て
千
日
間
の
大
供
養
を

行
っ
た
。
そ
こ
で
、
拘
尸
那
喝
拉
涅
槃
堂
に
安
置
し
て
い
る
尊
像
に

な
ら
っ
て
丈
六
の
涅
槃
像
の
鋳
造
を
発
願
し
、
自
か
ら
荷
車
を
ひ

き
、
大
鐘
を
た
た
き
な
が
ら
寄
附
を
募
り
、
全
国
の
信
徒
か
ら
古
鏡

や
古
銅
器
な
ど
八
百
余
貫
の
寄
附
を
得
た
。
そ
こ
で
、
京
都
の
田
中

紋
弥
に
木
形
を
彫
刻
さ
せ
、
名
古
屋
の
岡
谷
惣
助
に
鋳
造
を
依
頼
し

た
。
し
か
し
、
岡
谷
は
京
都
の
鋳
物
師
西
村
与
左
衛
門
に
鋳
造
さ
せ

て
涅
槃
像
を
完
成
し
た
。
道
一
は
大
変
喜
び
、
こ
れ
を
名
古
屋
市
白

川
町
の
誓
願
寺
に
運
ん
で
、
安
置
す
る
所
を
決
め
よ
う
と
相
談
し

た
。
当
然
、
全
国
の
人
々
に
勧
募
を
願
い
寄
附
に
よ
っ
て
安
置
す
る

は
ず
で
あ
っ
た
が
、
日
露
戦
争
が
起
り
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
、七
十
五
歳
の
道
一
は
老
躯
に
む
ち
う
っ
て
、再
び
梅
干
の
募
集
を

行
い
、
戦
地
へ
二
年
間
送
っ
た
。
明
治
三
十
九
年
に
は
よ
う
や
く
平

和
が
訪
れ
、
日
露
戦
争
は
終
っ
た
が
、
涅
槃
像
安
置
の
場
所
は
未
定

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
翌
四
十
年
よ
り
四
十
二
年
の
前
半
の
間
ま
で
に

二
千
余
円
の
寄
附
を
得
た
と
こ
ろ
か
ら
、
寄
附
金
の
一
部
は
鋳
造
費

の
内
入
と
し
て
岡
谷
惣
助
に
支
払
い
し
、
尊
像
を
移
し
て
名
古
屋
郊

外
の
八
事
山
に
安
置
し
よ
う
と
し
た
。
残
念
な
が
ら
八
事
山
に
は
安

置
さ
れ
ず
、
名
古
屋
市
東
区
新
出
来
の
徳
源
寺
住
職
関
盧
山
の
計
ら

い
に
よ
り
、
同
寺
境
内
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て

同
四
十
二
年
七
月
十
五
日
に
仮
堂
を
設
け
て
尊
像
を
移
し
た
が
、
正

式
の
堂
宇
の
完
成
は
み
ず
、
十
一
月
十
六
日
午
後
四
時
に
七
十
八
歳

で
遷
化
し
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
に
、
鎌
倉
円
覚
寺
の
釈
宗
演
が
病
を

聞
き
二
度
も
見
舞
い
に
来
て
お
り
、
西
堂
の
職
を
追
贈
し
て
い
る
。

三
、
飯
田
道
一
の
志 

　
─
─
印
度
仏
蹟
巡
拝
と
涅
槃
銅
像
の
勧
募
─
─

　
前
節
の
略
伝
で
み
た
よ
う
に
、
道
一
は
印
度
の
仏
蹟
を
巡
拝
し
、

千
日
間
止
留
し
て
供
養
を
行
う
志
を
発
し
た
。
こ
れ
は
愛
知
仏
教
会

の
賛
助
緒
言
に
、

　
　
不
肖
道
一
、
曩
に
名
古
屋
大
谷
派
別
院
に
於
て
印
度
大
菩
提
会

の
総
書
記
ダ
ン
マ
パ
ー
ラ
氏
の
演
説
を
聞
き
、
大
に
感
ず
る
所

あ
り
。
今
回
単
身
印
度
に
渡
り
、
自
か
ら
世
尊
の
霊
蹟
を
巡
拝
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し
、
且
つ
一
千
日
間
同
地
に
止
留
し
て
供
養
し
奉
ら
ん
大
願
を

発
せ
し
に
、
釈
洪
嶽
大
禅
師
に
は
左
の
如
く
随
喜
勧
募
帳
の
首

に
筆
を
染
め
ら
れ
、
且
つ
大
徳
諸
師
の
賛
助
有
之
。
今
や
愈
々

出
発
の
準
備
に
着
手
せ
ん
と
す
。
希
く
は
四
方
奇
特
の
諸
氏

は
、
不
肖
が
微
衷
を
察
し
且
不
肖
が
日
本
仏
教
徒
の
諸
氏
に
代

り
親
し
く
仏
の
霊
蹟
に
於
て
供
養
し
奉
る
の
挙
を
賛
助
せ
ら
れ

ん
事
を
切
望
す
る
な
り
。
尚
不
肖
が
渡
天
は
、
啻
に
仏
蹟
に
供

養
し
奉
る
の
み
な
ら
ず
、
併
せ
て
仏
蹟
の
現
状
を
調
査
し
将
来

渡
天
者
の
便
を
計
ら
ん
と
す
る
に
あ
れ
ば
、
茲
に
一
言
し
て
随

喜
勧
募
の
緒
言
と
す
。

　
　
　
　
　
右
の
趣
意
を
賛
成
候
也

 
愛
知
仏
教
会
　
　 

と
あ
り
、
明
治
二
十
七
年
に
名
古
屋
の
大
谷
派
別
院
で
開
か
れ
た
印

度
大
菩
提
会
の
総
書
記
の
ダ
ン
マ
パ
ー
ラ
氏
の
演
説
を
聞
い
て
感
激

し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
各
地
で
演
説
会
を
開
い
た
）
4
（

り
、
名
士

を
訪
ね
て
浄
財
を
募
り
助
力
を
仰
い
だ
。
明
治
二
十
七
年
四
月
に
鎌

倉
円
覚
寺
の
釈
宗
演
が
記
し
た
勧
募
帳
の
寄
語
に
は
、

　
　
雪
山
は
高
し
。
然
れ
ど
も
仏
徳
の
高
き
に
及
ば
ず
。
恒
河
は
深

し
。
然
れ
ど
も
法
恩
の
深
き
に
及
ば
ず
。
而
し
て
雪
山
や
恒
河

や
今
尚
其
高
深
を
改
め
ず
、
独
り
仏
法
に
至
て
は
竺
土
寥
と
し

て
聞
く
こ
と
な
し
。
顧
ふ
に
現
今
彼
土
僧
宝
社
会
一
偉
人
の
出

る
な
き
に
因
る
か
、
実
に
慨
す
べ
し
。
昔
は
西
来
の
三
蔵
渡
天

の
大
徳
陸
続
輩
出
し
て
世
を
益
し
人
を
利
す
。
就
中
晋
唐
の

間
、
法
顕
玄
奘
義
浄
等
の
龍
象
皆
法
を
求
め
て
長
征
留
竺
或
は

十
年
或
は
二
十
年
各
々
法
宝
を
齎
し
て
回
る
。
吾
朝
古
来
亦
渡

天
の
志
を
抱
き
し
英
衲
其
人
に
乏
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
皆
果
さ

ず
。
蓋
し
吾
国
は
東
海
の
絶
島
且
つ
当
時
未
だ
交
通
機
関
の
備

は
ら
ざ
る
に
由
る
。
今
や
然
ら
ず
。
陸
に
鉄
車
あ
り
、
海
に
駛

舶
あ
り
、
以
て
駕
す
べ
く
以
て
搭
す
べ
し
。
復
昔
時
の
行
路
難

な
き
な
り
。
然
る
に
近
年
此
学
理
的
神
通
妙
用
を
利
用
し
て
如

来
の
聖
跡
に
拝
詣
し
た
る
者
僅
に
北
畠
道
龍
、
南
条
文
雄
、
釈

興
然
等
の
数
氏
あ
る
の
み
。
予
亦
曽
て
錫
蘭
に
留
学
し
、
常
に

仏
跡
巡
拝
を
以
て
念
と
し
、
而
し
て
遂
に
果
さ
ず
、
自
ら
遺
憾

と
な
す
。
昨
法
兄
飯
田
道
一
禅
士
忽
ち
来
て
告
ぐ
る
に
、
入
竺

の
事
を
以
て
し
、
且
つ
曰
ふ
。
此
行
先
づ
仏
陀
伽
耶
に
至
り
、

一
千
日
を
期
し
て
搭
下
に
奉
侍
し
、
一
食
卯
斎
六
時
行
道
旁
ら

一
宇
の
僧
房
を
造
営
し
て
以
て
、
後
来
巡
拝
者
の
便
を
計
ら
ん

と
欲
す
と
。
而
し
て
卒
先
此
挙
を
賛
助
す
る
者
は
、
実
に
愛
知
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仏
教
会
の
篤
志
諸
氏
な
り
と
云
ふ
。
嗚
呼
禅
士
は
齢
既
に
六
旬

を
越
へ
身
に
儋
石
の
貯
へ
な
し
。
而
し
て
此
大
願
を
発
す
。
所

謂
老
て
益
々
壮
な
る
者
か
寄
語
す
。
江
湖
同
志
の
士
女
各
々
一

臂
を
振
て
随
喜
賛
襄
の
勝
縁
に
漏
る
ゝ
こ
と
勿
れ
。

　
　
明
治
廿
七
年
春
四
月

 

瑞
鹿
山
樵
釈
洪
嶽
識
　
　

と
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、
印
度
行
き

は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
九
月
に
は
日
清
間
で
平
和
条

約
が
結
ば
れ
、
渡
天
の
途
が
開
か
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
道
一
は
九
月
十
三
日
に
京
都
の
霊
源
院
に
い
た
釈
守
愚

と
と
も
に
京
都
を
出
発
し
、
大
坂
に
着
い
た
後
、
汽
船
で
神
戸
に
渡

り
、
十
六
日
の
正
午
に
出
帆
の
土
佐
丸
に
乗
り
込
ん
で
出
発
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
印
度
は
大
凶
作
に
み
ま
わ
れ
、
食
べ
物
に
も
事

欠
く
よ
う
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
百
余
日
で
帰
朝
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
道
一
は
、
今
ま
で
の
方
針
を
改
め
て
工
匠
に
依

頼
し
、
印
度
拘
尸
那
喝
拉
涅
槃
堂
の
尊
像
を
ま
ね
て
、
丈
六
の
涅
槃

像
を
鋳
造
し
八
事
山
に
安
置
し
て
十
方
の
檀
信
徒
の
道
場
に
し
よ
う

と
し
た
。
そ
の
銅
鋳
涅
槃
像
を
勧
募
す
る
勧
募
帳
の
緒
言
を
あ
げ
て

み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
銅
鋳
涅
槃
像
勧
縁
緒
言

　
　
現
時
仏
教
僧
侶
ニ
三
等
ア
リ
、
所
㍾謂
道
眼
炬
ノ
如
ク
ニ
燿

キ
、
戒
徳
珠
ノ
如
ク
潔
ク
進
テ
四
弘
誓
願
輪
ニ
鞭
チ
、
応
機
摂

物
能
ク
仏
種
ヲ
伝
播
シ
仏
恩
ヲ
報
答
ス
ル
者
之
ヲ
高
等
ト
ナ

シ
。」
道
徳
未
タ
嵩
カ
ラ
ス
、
学
識
稍
々
隘
ト
雖
ド
モ
、
志
シ

純
ラ
道
ニ
存
シ
、
境
ニ
蒞
テ
移
ラ
ス
。
常
ニ
布
教
伝
道
ヲ
以
テ

任
務
ト
ス
ル
者
之
ヲ
次
等
ト
ナ
シ
。」
身
ニ
学
徳
ナ
シ
ト
雖
ド

モ
、
心
ヲ
護
法
ニ
傾
ケ
、
或
ハ
仏
像
経
巻
ヲ
製
作
シ
、
或
ハ
殿

堂
伽
藍
ヲ
建
立
シ
自
ラ
信
シ
人
ヲ
シ
テ
信
セ
シ
メ
、
聊
カ
名
利

ノ
心
ナ
キ
之
ヲ
常
等
ト
ナ
ス
。」
若
シ
夫
レ
不
学
無
識
破
戒
濫

行
ニ
シ
テ
一
点
ノ
菩
提
心
ナ
キ
モ
ノ
ニ
至
テ
ハ
、
仏
ノ
所
謂
獅

子
身
中
ノ
虫
我
之
ヲ
何
ト
カ
言
ハ
ン
。

　
　
飯
田
道
一
首
座
ハ
、
素
ト
一
箇
無
依
ノ
道
人
、
状
貌
瑰
捂
志
気

剛
直
齢
耳
順
ヲ
過
タ
ル
モ
誓
テ
住
院
セ
ス
。
東
西
ニ
奔
走
シ
テ

建
化
維
力
ム
　
山
階
宮
晃
親
王
殿
下
曽
テ
信
心
堅
固
ノ
四
大
字

ヲ
書
シ
テ
首
座
ニ
賜
フ
、
以
テ
其
素
行
ヲ
知
ル
ヘ
シ
。
去
年
九

月
宿
願
ヲ
荷
テ
遠
ク
印
度
ニ
航
シ
、
仏
陀
ノ
四
聖
地
ヲ
歴
礼
シ

テ
還
ル
。
近
頃
錫
ヲ
飛
バ
シ
テ
予
ガ
豆
南
巡
教
ノ
客
舎
ニ
来

リ
、
告
テ
曰
ク
衲
始
メ
渡
天
ノ
時
三
ケ
年
ヲ
期
シ
テ
仏
陀
迦
耶
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ニ
止
住
シ
、
教
主
釈
迦
牟
尼
如
来
ヲ
供
養
セ
ン
ト
欲
シ
キ
。
然

ル
ニ
何
ソ
図
ラ
ン
。
年
恰
モ
凶
歉
百
穀
稔
ラ
ス
。
餓
莩
塗
ニ
充

チ
流
氓
踵
ヲ
接
ス
。
惨
憺
タ
ル
其
景
真
ニ
名
状
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

　
　
然
レ
㎞
悲
哉
、
衲
ハ
一
箇
ノ
貧
道
而
モ
彼
ノ
国
ノ
言
語
ニ
通
セ

ス
。
又
風
俗
ヲ
諳
セ
ス
。
周
急
ノ
同
情
ハ
燃
ル
カ
如
ク
ア
リ
テ

而
シ
テ
之
ヲ
施
ス
ノ
方
便
ヲ
知
ラ
ス
。
遂
ニ
涙
ヲ
揮
テ
彼
国
ヲ

去
ル
ノ
已
ヲ
得
ザ
ル
ニ
会
フ
。
然
レ
ド
モ
前
志
ハ
翻
ヘ
ス
可
ラ

ス
。
今
ヨ
リ
更
ニ
方
針
ヲ
転
ジ
全
国
ヲ
跋
渉
シ
テ
四
方
ノ
仏
信

者
ヲ
訪
ヒ
、
各
家
蔵
ス
ル
所
ノ
古
鏡
ヲ
乞
ヒ
求
テ
之
ヲ
妙
技
ノ

工
匠
ニ
命
ジ
テ
印
度
拘
尸
那
喝
拉
ノ
摸
型
ニ
法
ト
リ
、
丈
六
ノ

涅
槃
像
ヲ
鋳
造
セ
シ
メ
テ
之
ヲ
尾
張
国
八
琴
山
ニ
安
措
シ
、
広

ク
十
方
ノ
檀
信
ニ
瞻
礼
セ
シ
メ
、
永
ク
種
福
植
徳
ノ
道
場
ト
ナ

サ
ン
ト
欲
ス
。
且
ツ
衲
自
ラ
此
尊
像
ニ
奉
侍
シ
テ
半
死
ノ
残
喘

ヲ
送
ラ
バ
微
願
於
是
カ
全
矣
。
嗚
呼
善
哉
挙
ヤ
首
座
ノ
如
キ
ハ

敢
テ
先
ノ
所
謂
三
等
ノ
僧
ヲ
以
テ
律
ス
可
カ
ラ
ス
。
蓋
シ
其
跡

常
等
ニ
似
テ
其
志
高
等
ニ
位
ス
。
予
カ
称
シ
テ
一
箇
無
依
ノ
道

人
ト
ス
ル
モ
ノ
所
以
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
庶
希
ク
ハ
天
下
篤
志
ノ

諸
氏
一
臂
ノ
力
ヲ
添
ヘ
テ
首
座
ノ
勝
志
ヲ
玉
成
セ
シ
メ
玉
ヘ
。

仏
言
覩
㍼人
施
∑道
助
㍾之
歓
喜
得
㍾福
甚
大
沙
門
問
曰
此
福
尽

乎
。
仏
言
譬
如
㍼一
炬
之
火
㍽数
千
百
人
各
以
㍾炬
来
分
取
熟
㍾食

除
㍾冥
。
此
炬
如
㍾故
福
亦
如
㍾是
ト
書
シ
テ
鋳
像
募
縁
簿
ノ
緒

言
ト
ナ
ス
。

　
　
　
明
治
三
十
年
丁
酉
四
月
於
豆
南
田
子
浦
客
窓
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鹿
山
主
釈
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識

と
あ
り
、
や
は
り
釈
宗
演
が
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
涅
槃
銅
像
の
設

計
書
を
道
一
と
岡
谷
惣
助
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
設
　
計
　
書

　
　
一
釈
尊
涅
槃
銅
像

　
　
　
　
　
御
　
丈
　
　
壱
丈
六
尺

　
　
　
　
　
目
　
方
　
　
凡
三
千
貫

　
　
一
同
　
台
　
　
座

　
　
　
　
　
巾
　
　
　
　
四
尺
五
寸

　
　
　
　
　
長
　
　
　
　
弐
　
　
丈

　
　
　
　
　
高
　
　
　
　
弐
尺
五
寸

　
　
　
　
　
目
方
　
　
　
凡
弐
千
五
百
貫

　
　
一
御
堂
煉
瓦
造

　
　
　
　
　
間
口
　
　
　
五
　
　
間

　
　
　
　
　
奥
行
　
　
　
三
　
　
間
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右
惣
費
用
金
壱
万
円
余

　
　
仏
種
ハ
縁
ヨ
リ
生
ジ
テ
安
楽
菩
提
ノ
華
実
ヲ
結
ビ
、
徳
ハ
陰
徳

ヨ
リ
起
リ
テ
、
余
慶
子
孫
ノ
万
福
ト
ナ
ル
。
此
レ
聖
者
賢
哲
ノ

金
言
タ
リ
。野
僧

　
　
力
ヲ
微
ト
雖
㎞
十
方
信
者
ノ
賛
襄
ヲ
得
テ
、

右
尊
像
ヲ
鋳
造
シ
奉
リ
。
此
ヲ
尾
張
国
名
古
屋
市
ヲ
距
ツ
ル
東

方
一
里
八
事
山
ニ
安
置
シ
以
テ
、
朝
暮
礼
拝
供
養
シ
賛
襄
諸
家

ノ
為
メ
、
今
世
ハ
円
満
ノ
祈
祷
ト
シ
、
来
世
ハ
安
楽
ノ
修
法
タ

ラ
ン
ト
欲
ス
。
冀
ク
バ
十
方
ノ
善
男
善
女
一
日
ニ
壱
厘
ヅ
ヽ
千

日
間
積
立
テ
、
此
金
額
壱
円
ヲ
喜
捨
法
施
シ
給
ヘ
バ
長
ク
芳
名

ヲ
台
座
ニ
彫
刻
シ
、
其
善
徳
ヲ
後
世
ニ
伝
ヘ
ン
ト
期
ス
。
此

レ
道
一

　
　
ガ
懇
請
ス
ル
所
ナ
リ
。
敬
白

　
　
　
明
治
三
十
一
年

 

涅
槃
会
願
主
　
　
　
　
　

 

飯
田
道
一
　
　

 

鋳
造
委
托
受
人
　
　
　
　

 

岡
谷
惣
助
　
　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
丈
は
一
丈
六
尺
で
、
目
方
は
約
三
千
貫
も
あ

り
、
台
座
の
巾
や
長
さ
、
高
さ
、
目
方
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

御
堂
は
間
口
五
間
、
奥
行
三
間
で
、
煉
瓦
造
を
計
画
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
総
費
用
は
壱
万
円
余
が
か
か
り
、
喜
捨
者
の
芳
名
を
台
座

に
彫
刻
し
て
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。

　
道
一
は
、
六
月
二
十
八
日
に
「
印
度
仏
陀
伽
耶
大
塔
脊
面
金
剛
座

菩
提
樹
」
�
を
、
九
月
九
日
に
「
印
度
拘
尸
那
喝
拉
涅
槃
会
丈
六
尊

像
│
廿
五
分
一
│
」
�
の
図
を
発
行
し
て
お
り
、
名
古
屋
市
桜
町
三

十
八
番
戸
の
朝
日
常
次
郎
が
印
刷
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
行
年
月
日

は
不
詳
で
あ
る
が
、
京
都
寺
町
高
辻
北
入
の
藤
本
活
版
場
か
ら
出
さ

れ
た
「
仏
陀
伽
耶
霊
蹟
之
略
図
」
�
に
は
、
仏
陀
伽
耶
の
大
塔
と
道

一
の
肖
像
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。

四
、「
天
竺
仏
蹟
巡
拝
日
誌
」
と
「
印
度
旅
行
日
記
」

　
八
事
山
興
正
寺
の
八
事
文
庫
に
は
飯
田
道
一
関
係
の
文
書
を
所
蔵

し
て
い
る
。
ど
う
し
て
所
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
の
理
由
は
不
詳

で
あ
る
が
、
道
一
と
当
時
の
十
四
世
住
職
梅
村
覚
玄
と
の
交
流
が

あ
っ
た
た
め
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
初
め
道
一
の
発
願
し
た

涅
槃
銅
像
を
興
正
寺
境
内
の
遍
照
院
前
に
寝
釈
迦
堂
を
建
立
し
て
、

そ
こ
に
安
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
た
め
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
八
事
文
庫
に
所
蔵
す
る
「
天
竺
仏
蹟
巡
拝
日
誌
」（
仮
題
、
八
事
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文
庫
文
書
三
二
）
は
、
明
治
二
十
九
年
九
月
十
六
日
か
ら
十
月
三
十

一
日
ま
で
の
日
誌
で
あ
る
。
そ
れ
が
飯
田
道
一
の
自
筆
で
あ
る
か
他

人
の
書
写
し
た
も
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
を
み
る
と

天
竺
で
の
仏
蹟
巡
拝
日
誌
で
あ
る
。
そ
れ
が
道
一
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
は
、
原
稿
用
紙
の
真
中
の
折
目
に
印
刷
し
て
あ
る
「
天
竺
仏

蹟
霊
塔
興
復
　
大
日
本
国
大
願
志
供
養
講
」
の
講
が
、
道
一
の
寄
附

を
募
っ
た
講
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
明
治
三
拾
四
年
日
誌
」（
八
事
文
庫
文
書
二
〇
六
三
）
の

六
月
二
十
三
日
項
に
は
、

　
　
飯
田
道
一
発
起
戦
死
者
追
弔
会
、
徳
源
寺
和
上
導
師
相
勤
ム
。

僧
侶
四
十
五
人
余
也
。

と
あ
り
、
興
正
寺
で
道
一
が
発
起
人
と
な
り
、
徳
源
寺
の
住
職
が
導

師
を
勤
め
て
、
四
十
五
余
人
の
僧
侶
で
日
清
戦
争
の
戦
死
者
追
弔
会

を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
明
治
二
十
七
年
四
月
か
ら
三
十
年
四
月
ま
で
に
印
刷
さ

れ
た
印
度
仏
蹟
調
査
の
た
め
の
勧
募
助
縁
帳
の
一
枚
刷
の
緒
言
や
設

計
書
が
あ
り
、「
印
度
仏
陀
伽
耶
大
塔
背
面
金
剛
座
菩
提
樹
」「
印
度
拘

尸
那
喝
拉
涅
槃
会
丈
六
尊
像
　
二
十
五
分
一
」「
仏
陀
伽
耶
霊
蹟
之
略

図
」
な
ど
の
印
刷
物
も
所
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、「
天
竺
仏
蹟
巡
拝
日
誌
」（
以
下
、「
日
誌
」）
と
『
梅
干

和
尚
』
三
十
三
頁
以
下
に
所
収
し
て
い
る
。「
印
度
旅
行
日
記
」（
以

下
、「
日
記
」）
を
並
列
に
対
照
し
な
が
ら
内
容
を
み
て
み
た
い
。
た

だ
し
、「
日
誌
」
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
、「
日
記
」
は
十
二
月
二
十

六
日
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
日
誌
」

九
月
十
六
日
　
晴
天

　
正
午
寒
暖
計
九
十
度
、
午
後
一
時
二
十
五
分
神
戸
出
帆
。

　
金
三
拾
銭 

蓬
莱
舎
ボ
ー
イ

　
〃
五
　
銭 

ラ
ム
ネ

　
　
　
〆
参
拾
五
銭

「
日
記
」

　
　
明
治
二
十
九
年
九
月
十
六
日
、
晴
天
、
正
午
寒
暖
計
九
十
度
、

　
　
午
後
一
時
廿
五
分
神
戸
港
出
帆
。

「
日
誌
」

九
月
十
七
日
　
晴
天
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朝
寒
暖
計
七
十
度
、
正
午
八
十
一
度
、
午
前
十
時
門
司
ニ
着
ス
。

「
日
記
」

　
　
十
七
日
、
晴
天
、
朝
七
十
度
、
正
午
八
十
一
度
、
午
前
十
時
馬

関
に
着
す
。

「
日
誌
」

九
月
十
八
日
　
晴
天

　
朝
七
十
度
、
正
午
八
十
度

　
金
拾
四
銭 
ソ
バ
粉

　
仝
拾
四
銭 
寒
晒

　
仝
拾
銭 
靴
墨

　
仝
八
銭
五
厘 

靴
バ
ケ

　
仝
二
銭 

草
履

　
仝
七
銭 

ナ
メ
シ
皮

　
仝
六
銭 

土
瓶

　
金
四
拾
銭 

端
艇

　
仝
四
拾
五
銭 

煙
草

　
仝
三
銭 

紙

　
仝
五
銭 

歯
磨
粉

　
　
　
〆
壱
円
五
十
四
銭
五
歩

「
日
記
」

　
　
十
八
日
、
晴
天
、
朝
七
十
度
、
正
午
八
十
度
、
馬
関
に
て
石
炭

積
込
。

「
日
誌
」

九
月
十
九
日
　
晴
天

　
朝
六
十
九
度
、
正
午
七
十
二
度
、
午
後
四
時
門
司
ヲ
発
ス
。

「
日
記
」

　
　
十
九
日
、
晴
天
、
朝
六
十
九
度
、
正
午
七
十
二
度
、
午
後
四
時

馬
関
出
帆
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
日
　
晴
天

　
朝
七
十
四
度
、
正
午
八
十
度
。

「
日
記
」

　
　
二
十
日
、
晴
天
、
朝
七
十
四
度
、
正
午
八
十
度
。
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「
日
誌
」

九
月
二
十
一
日
　
晴
天

　
朝
七
十
二
度
、
正
午
八
十
度
。

「
日
記
」

　
　
二
十
一
日
、
晴
天
、
朝
七
十
二
度
、
正
午
八
十
度
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
二
日
　
曇
天

　
朝
七
十
九
度
、
正
午
八
十
二
度
。

「
日
記
」　

　
　
二
十
二
日
曇
天
、
朝
七
十
九
度
、
正
午
八
十
二
度
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
三
日
　
晴
天

　
朝
八
十
度
、
正
午
九
十
度
、
午
後
十
一
時
、
香
港
ニ
着
ス
。

「
日
記
」

　
　
二
十
三
日
、
晴
天
、
朝
八
十
度
、
正
午
九
十
度
、
午
後
十
一
時

香
港
に
着
す
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
四
日
　
晴
天
、
但
シ
驟
雨
ア
リ

　
朝
八
十
度
、
正
午
八
十
三
度
、
午
後
四
時
香
港
ヲ
発
ス
。

「
日
記
」

　
　
二
十
四
日
、
晴
天
、
但
し
驟
雨
に
て
、
朝
八
十
度
、
正
午
八
十

三
度
、
午
後
四
時
に
出
帆
す
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
五
日
　
晴
天

　
朝
七
十
九
度
、
正
午
八
十
六
度
。

「
日
記
」

　
　
二
十
五
日
、
晴
天
、
朝
七
十
九
度
、
正
午
八
十
六
度
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
六
日
　
晴
天

　
朝
八
十
度
、
正
午
九
十
一
度
。

「
日
記
」

　
　
二
十
六
日
、
晴
天
、
朝
八
十
度
、
正
午
九
十
一
度
。
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「
日
誌
」

九
月
二
十
七
日
　
晴
天

　
朝
八
十
二
度
、
正
午
九
十
度
。

「
日
記
」

　
　
二
十
七
日
、
晴
天
、
朝
八
十
二
度
、
正
午
九
十
度
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
八
日
　
晴
天

　
朝
八
十
度
、
正
午
八
十
八
度
。

「
日
記
」

　
　
二
十
八
日
、
晴
天
、
朝
八
十
度
、
正
午
八
十
八
度
。

「
日
誌
」

九
月
二
十
九
日
　
晴
天

　
朝
七
十
八
度
、
正
午
九
十
四
度
。

「
日
記
」

　
　
二
十
九
日
、
晴
天
、
朝
七
十
八
度
、
正
午
九
十
四
度
。

「
日
誌
」

九
月
三
十
日
　
晴
天

　
朝
七
十
九
度
、
正
午
八
十
五
度
、
午
前
五
時
新
嘉
坡
着
、
午
後
四

時
ブ
リ
テ
ツ
シ
ユ
　
イ
ン
デ
ヤ
航
海
会
社
ノ
汽
船
ジ
ヤ
ワ
号
ニ
乗

ジ
テ
、
新
嘉
坡
ヲ
発
ス
。

　
金
三
拾
銭 

ボ
ー
イ

　
仝
三
拾
銭 

ボ
ー
イ

　
仝
五
銭 

煙
草

　
仝
七
銭 

バ
ナ
ヽ

　
仝
壱
円
五
十
銭 

馬
車
代

　
仝
七
十
銭 

支
度
代

　
仝
八
十
二
円 

汽
船
代

　
仝
八
十
五
銭 

貨
物
運
賃

　
仝
三
十
五
銭 

煙
草

　
仝
四
銭 

紙

　
仝
壱
円 

ビ
ー
ル

　
　
　
〆
八
拾
七
円
拾
六
銭
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「
日
記
」

　
　
三
十
日
、
晴
天
、
朝
七
十
九
度
、
正
午
八
十
五
度
、
午
前
五
時

新
嘉
坡
に
着
す
、
午
後
四
時
ブ
リ
テ
ツ
シ
ユ
イ
ン
デ
ヤ
航
海
会

社
の
汽
船
ジ
ヤ
ワ
号
に
乗
か
へ
て
、
新
嘉
坡
を
出
帆
す
。

「
日
誌
」

十
月
一
日
　
晴
天

　
朝
七
十
度
、
正
午
七
十
八
度
。

「
日
記
」

　
　
十
月
一
日
、
晴
天
、
朝
七
十
度
、
正
午
七
十
八
度
。

「
日
誌
」

十
月
二
日
　
晴
天

　
朝
七
十
七
度
、
正
午
七
十
八
度
、
午
前
六
時
ピ
ナ
ン
ニ
着
ス
、
午

後
四
時
同
地
ヲ
発
ス
。

　
金
四
十
銭 

ハ
シ
ケ

　
金
二
十
銭 

仝

　
　
　
〆
六
拾
銭

「
日
記
」

　
　
二
日
、
晴
天
、
朝
七
十
七
度
、
正
午
七
十
八
度
、
午
前
六
時
ピ

ナ
ン
港
に
着
す
、
上
陸
午
後
四
時
同
地
を
出
帆
。

「
日
誌
」

十
月
三
日
　
晴
天

　
朝
七
十
六
度
、
正
午
七
十
七
度
。

「
日
記
」

　
　
三
日
、
晴
天
、
朝
七
十
六
度
、
正
午
七
十
七
度
。

「
日
誌
」

十
月
四
日
　
晴
天

　
朝
七
十
四
度
、
正
午
七
十
五
度
。

「
日
記
」

　
　
四
日
、
晴
天
、
朝
七
十
四
度
、
正
午
七
十
五
度
。

「
日
誌
」

十
月
五
日
　
晴
天

　
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
六
度
。
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「
日
記
」

　
　
五
日
、
晴
天
、
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
六
度
。

「
日
誌
」

十
月
六
日
　
晴
天

　
朝
七
十
三
度
、
正
午
七
十
五
度
、
午
前
五
時
ラ
ン
グ
ン
着
。

　
金
壱
円 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
八
ア
ナ 
ハ
シ
ケ

　
仝
四
ア
ナ 
ハ
シ
ケ

　
仝
二
ア
ナ 
博
物
館

　
仝
四
ア
ナ 

ハ
シ
ケ

　
金
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

ウ
イ
ス
キ
ー

　
仝
壱
　
円 

馬
車

　
仝
一
ア
ナ 

タ
バ
コ

　
仝
二
ル
ピ
ー 

ハ
シ
ケ

　
仝
八
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
二
十
ル
ピ
ー 

室
代

　
　
　
〆
弐
拾
八
ル
ピ
ー
三
ア
ナ

　
　
　
〆
弐
円

「
日
記
」

　
　
六
日
、
晴
天
、
朝
七
十
三
度
、
正
午
七
十
五
度
、
午
前
五
時
蘭

軍
港
に
着
す
、
上
陸
す
。

「
日
誌
」

十
月
七
日
　
晴
天

　
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
三
度
、
午
前
六
時
ラ
ン
グ
ン
ヲ
発
ス
。

「
日
記
」

　
　
七
日
、
晴
天
、
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
三
度
、
午
前
六
時
蘭

軍
港
を
出
帆
。

「
日
誌
」

十
月
八
日
、
晴
天

　
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
三
度
。
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「
日
記
」

　
　
八
日
、
晴
天
、
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
三
度
。

「
日
誌
」

十
月
九
日
　
晴
天

　
朝
七
十
一
度
、
正
午
七
十
四
度
。

「
日
記
」　

　
九
日
、
晴
天
、
七
十
一
度
、
正
午
七
十
五
度
。

「
日
誌
」

十
月
十
日
　
晴
天

　
朝
七
十
四
度
、
正
午
七
十
五
度
、
午
後
五
時
カ
ル
カ
ツ
タ
着
。

　
金
壱
ル
ピ
ー 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ク
リ

　
仝
二
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
八
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
八
ア
ナ 

案
内
者

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
ア
ナ 

タ
バ
コ

　
仝
二
パ
イ
ス 

杖

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
　
　
〆
六
ル
ピ
ー
十
三
ア
ナ
二
パ
イ
ス

「
日
記
」　

　
十
日
、
晴
天
、
朝
七
十
四
度
、
正
午
七
十
五
度
、
午
後
五
時
印
度

カ
ル
カ
ツ
タ
港
着
す
、
直
ち
に
上
陸
馬
車
に
て
ホ
テ
ル
付
。

「
日
誌
」

十
月
十
一
日
　
晴
天

　
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
三
度
。

　
金
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
一
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ 

靴
直
シ
代

　
仝
一
ア
ナ 

証
券
印
紙
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仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
　
　
〆
四
ル
ピ
ー
二
ア
ナ

「
日
記
」　

　
十
一
日
、
晴
天
、
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
三
度
、
ホ
テ
ル
に
上

宿
、
正
午
よ
り
菩
提
会
に
行
、
西
倫
僧
面
会
す
、
夫
よ
り
印
紙

端
書
等
求
め
て
、
夫
よ
り
日
本
人
の
寄
留
地
行
き
て
、
岩
本
千

代
宅
に
至
り
て
、
三
十
分
間
咄
し
て
ホ
テ
ル
に
帰
る
。

「
日
誌
」

十
月
十
二
日
　
晴
天

　
朝
七
十
一
度
、
正
午
七
十
三
度
。

　
金
九
ル
ピ
ー
八
ア
ナ
三
パ
イ
ス 

印
紙
端
書
等

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

氷
ラ
ム
ネ

　
仝
四
ア
ナ 

新
聞

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ
十
一
日
分

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ
本
日
分

　
仝
壱
円
　
　
〆
十
二
ル
ピ
ー
九
ア
ナ
一
パ
イ
ス

〆
壱
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

バ
ブ
ニ
与
ふ

「
日
記
」

　
　
十
二
日
、
晴
天
、
朝
七
十
一
度
、
正
午
七
十
三
度
、
此
日
手
紙

認
居
る
な
り
、
午
後
六
時
よ
り
公
園
地
へ
見
物
行
、
八
時
三
十

分
帰
る
。

「
日
誌
」

十
月
十
三
日
　
晴
天

　
朝
七
十
度
、
正
午
七
十
五
度
、
午
後
七
時
カ
ル
カ
ツ
タ
ヲ
発
ス
。

　
金
四
ル
ピ
ー
十
五
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

端
書
印
紙

　
仝
一
ル
ピ
ー 

旅
行
案
内

　
仝
三
ル
ピ
ー 

コ
ン
ロ

　
仝
四
ア
ナ 

カ
ゴ

　
仝
五
ア
ナ 

茶
碗

　
仝
五
ア
ナ 

ミ
カ
ン

　
仝
八
ア
ナ 

タ
バ
コ

　
仝
二
十
七
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

ホ
テ
ル

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

ウ
イ
ス
キ
イ
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仝
四
ア
ナ 

篭

　
仝
五
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

砂
糖

　
仝
八
ア
ナ 

油

　
仝
二
パ
イ
ス 

瓶

　
仝
二
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

ラ
ム
ネ

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
金
六
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
二
ル
ピ
ー 
馬
車

　
仝
三
ア
ナ 
ク
リ

　
仝
二
ア
ナ 
ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
十
八
ル
ピ
ー
十
三
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

汽
車

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
　
　
〆
七
十
六
ル
ピ
ー
六
ア
ナ
十
二
パ
イ
ス

「
日
記
」

　
　
十
三
日
、
晴
天
、
朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
四
度
、
午
後
六

時
、
予
は
釈
守
愚
師
と
共
に
カ
ル
カ
ツ
タ
の
ホ
テ
ル
を
発
し
、

馬
車
に
乗
し
て
ハ
ウ
ラ
停
車
場
に
赴
き
、
仏
蹟
参
拝
の
途
に
上

れ
り
、
同
時
停
車
場
に
着
し
、
七
時
二
十
七
分
ハ
ウ
ラ
発
の
臨

時
急
行
列
車
に
乗
じ
て
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
に
向
ふ
、
此
急
行
列
車

は
、
目
下
印
度
教
の
大
祭
日
た
る
ダ
ル
ガ
プ
ー
ジ
ヤ
の
祭
典
に

就
き
、
臨
時
発
車
せ
る
も
の
な
り
、
印
度
の
急
行
列
車
は
一
時

間
四
十
余
哩
を
疾
走
す
る
も
の
な
れ
ば
、
其
迅
速
な
る
こ
と
は

云
ふ
迄
も
無
く
、
車
体
の
動
揺
も
亦
頗
る
甚
だ
し
く
し
て
目
の

廻
る
様
に
覚
へ
た
り
、
予
等
は
同
車
せ
し
ベ
ン
ガ
ー
ル
の
代
言

人
某
氏
と
共
に
種
々
の
談
話
を
為
し
、
午
後
十
一
時
頃
睡
に
就

け
り
。

「
日
誌
」

十
月
十
四
日
　
晴
天

　
朝
七
十
度
、
正
午
八
十
度
、
午
前
六
時
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
着
、
直
チ

ニ
汽
車
ニ
乗
換
へ
、
伽
耶
ニ
至
リ
、
仏
陀
伽
耶
ニ
詣
シ
、
伽
耶
ニ

帰
ル
。
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金
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
ア
ナ 

タ
バ
コ

　
仝
七
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

汽
車

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
パ
イ
ス 

乞
食

　
金
四
ア
ナ 

ペ
ン
シ
ル

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー 
馬
車

　
仝
二
ア
ナ 
ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー
十
二
ア
ナ 
仏
陀
伽
耶
ボ
ク
セ
ス

　
仝
四
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
八
ル
ピ
ー
十
四
ア
ナ 

バ
ン
ガ
ロ
ー

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
二
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
四
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
　
　
〆
二
十
二
ル
ピ
ー
十
二
ア
ナ
一
パ
イ
ス

「
日
記
」

　
　
十
四
日
、
晴
天
、
朝
七
十
一
度
、
正
午
汽
車
室
内
九
十
七
度
、

午
前
五
時
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
に
着
し
、
汽
車
を
下
り
て
停
車
場
の

休
息
室
に
赴
き
、
朝
飯
を
喫
し
、
同
八
時
二
十
五
分
ガ
ヤ
鉄
道

の
汽
車
に
乗
じ
て
ガ
ヤ
に
向
ふ
、
ブ
ー
ン
プ
ー
ン
マ
サ
ー
ル
ヒ

等
八
ケ
所
の
停
車
場
を
歴
て
、
午
前
十
一
時
ガ
ヤ
に
着
し
、
直

ち
に
馬
車
に
乗
じ
て
ダ
ツ
ク
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
赴
き
昼
飯
を
喫

す
、
此
処
に
於
て
予
等
は
三
名
の
日
本
人
に
逢
遇
せ
り
、
彼
等

は
カ
ル
カ
ツ
タ
に
在
留
す
る
も
の
に
し
て
、
久
し
く
仏
蹟
参
拝

の
念
を
懐
き
居
り
し
が
、
今
回
予
等
が
仏
蹟
に
赴
く
を
聞
き
、

急
卒
行
李
を
整
へ
発
足
し
た
る
も
の
に
し
て
、
実
は
カ
ル
カ
ツ

タ
よ
り
予
等
と
同
行
す
る
筈
な
り
し
も
、
汽
車
の
都
合
に
拠

り
、
予
等
よ
り
先
き
に
ガ
ヤ
に
着
し
た
る
も
の
な
り
、
午
後
二

時
、
予
等
は
馬
車
を
駆
り
て
仏
陀
伽
耶
に
向
ふ
、
六
哩
の
行
程
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大
道
砥
の
如
く
、
椰
子
芭
蕉
梹
榔
子
菴
摩
羅
果
樹
等
道
路
の
両

側
に
鬱
蒼
と
し
て
天
然
の
涼
蓋
を
造
れ
り
、
漸
く
近
く
に
及
び

て
、
檀
特
山
前
正
覚
山
等
峨
々
と
し
て
左
方
に
屹
ち
、
尼
連
禅

河
は
其
下
を
流
れ
、
仏
陀
伽
耶
大
塔
は
巍
然
と
し
て
半
空
に
聳

へ
、
予
が
精
神
恍
惚
と
し
て
、
殆
ん
ど
身
の
人
間
界
に
あ
る
こ

と
を
忘
れ
た
り
、
三
時
三
十
分
仏
陀
伽
耶
に
着
す
、
外
道
マ
ハ

ン
ト
の
邸
宅
は
大
塔
の
前
面
に
あ
り
、
囲
ら
す
に
方
六
七
町
の

広
高
な
る
土
塀
を
以
て
し
、
中
に
四
五
の
高
楼
大
閣
を
構
へ
、

儼
と
し
て
城
郭
の
如
し
、
予
等
馬
車
を
下
り
、
徐
ろ
に
大
塔
の

境
内
乾
院
に
赴
き
止
住
、
僧
ス
マ
ン
ガ
ラ
及
び
其
の
他
の
諸
氏

に
面
語
し
、
香
華
灯
燭
の
用
意
を
整
へ
、
塔
内
の
仏
像
及
び
金

剛
座
を
拝
し
了
て
婆
羅
門
マ
ハ
ン
ト
の
請
に
応
じ
て
、
彼
れ
が

家
に
赴
け
り
、
マ
ハ
ン
ト
の
邸
宅
は
前
に
も
述
べ
し
如
く
、
広

大
な
る
も
の
な
る
が
、
門
に
入
る
に
及
び
て
、
更
に
其
結
構
の

偉
大
な
る
に
驚
け
り
、
彼
は
数
十
の
下
僕
を
使
役
し
、
十
余
頭

の
象
及
び
駱
駝
を
飼
ひ
、
数
百
頭
の
牛
羊
を
飼
養
せ
り
、
予
等

が
茲
に
至
る
の
前
日
、
即
ち
十
月
十
三
日
は
ド
ル
ガ
プ
ー
ジ
ヤ

祭
典
の
当
日
な
る
を
以
て
、
マ
ハ
ン
ト
は
百
頭
羊
を
殺
し
て
シ

バ
神
に
供
し
た
り
、
対
談
中
彼
は
頻
り
に
仏
教
徒
と
婆
羅
門
教

徒
と
隙
を
生
じ
た
る
を
嘆
き
、
仏
陀
伽
耶
の
裁
判
事
件
に
就

き
、
日
本
仏
教
徒
に
哀
訴
す
る
と
こ
ろ
あ
り
た
り
、
予
は
此
事

に
付
き
、
我
同
胞
に
委
し
く
報
道
す
べ
き
も
、
今
は
茲
に
之
を

略
す
、
マ
ハ
ン
ト
と
対
談
す
る
こ
と
三
時
間
余
、
此
間
彼
は

種
々
の
美
味
な
る
菓
子
果
物
牛
乳
等
を
饗
し
、
是
非
今
夕
は
予

が
宅
に
一
宿
せ
よ
と
て
、
最
と
懇
切
に
言
ひ
け
る
も
、
予
等
は

三
名
の
日
本
人
が
伽
耶
に
於
て
予
等
を
待
居
る
為
め
固
辞
し
て

帰
り
、
直
ち
に
馬
車
を
駆
り
て
、
午
後
八
時
ガ
ヤ
の
バ
ン
ガ

ロ
ー
に
着
し
た
り
。

「
日
誌
」

十
月
十
五
日
　
晴
天

　
朝
七
十
度
、
正
午
九
十
一
度
、
午
前
二
時
伽
耶
ヲ
発
シ
、
バ
ン
キ

ポ
ー
ル
ヨ
リ
更
ニ
ベ
ナ
レ
ス
ニ
向
ヒ
、
十
一
時
三
十
五
分
同
所

着
。

　
金
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
十
七
ル
ピ
ー
十
二
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

汽
車

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ
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仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー
十
五
ア
ナ 

拝
見
料
所
々

　
仝
三
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
二
ル
ピ
ー 

案
内
者

　
　
　
〆
二
十
六
ル
ピ
ー
六
ア
ナ
二
パ
イ
ス

「
日
記
」

　
　
十
五
日
、
晴
天
、
朝
七
十
度
、
正
午
九
十
一
度
、
午
前
二
時
、

予
等
は
伽
耶
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
発
し
、
二
時
四
十
分
ガ
ヤ
発
の

汽
車
に
乗
じ
て
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
に
向
ふ
、
五
時
五
十
四
分
バ
ン

キ
ポ
ー
ル
に
着
し
、
直
ち
に
東
印
度
鉄
道
会
社
の
急
行
列
車
に

乗
じ
て
ベ
ナ
レ
ス
に
向
ふ
、
十
一
時
三
十
分
ベ
ナ
レ
ス
カ
ン
ト

ン
メ
ン
ト
停
車
場
に
着
し
、
馬
車
に
乗
じ
て
ク
ラ
ー
ク
ホ
テ
ル

に
赴
き
、
昼
飯
を
喫
し
了
て
更
に
馬
車
に
乗
じ
て
ベ
ナ
レ
ス
市

内
の
寺
院
を
巡
拝
す
、
当
市
は
古
代
印
度
国
中
の
首
府
な
り
し

を
以
て
、
最
も
荘
麗
偉
大
の
都
府
た
り
、
就
中
寺
院
の
数
頗
る

多
く
し
て
、
婆
羅
門
教
に
属
す
る
も
の
一
千
五
百
ケ
寺
、
回
教

に
属
す
る
も
の
二
百
余
ケ
寺
あ
り
、
予
等
は
初
め
猿
猴
寺
に
赴

き
、
次
に
托
牛
寺
黄
金
寺
等
に
詣
し
、
恒
河
々
畔
に
行
き
て
舟

を
傭
ひ
、
河
岸
の
各
寺
院
を
巡
拝
し
て
午
後
七
時
ホ
テ
ル
に
帰

れ
り
。

「
日
誌
」

十
月
十
六
日
　
晴
天

　
朝
七
十
三
度
、
正
午
八
十
八
度
、
午
前
鹿
野
苑
ニ
詣
シ
、
午
後
バ

ン
キ
ポ
ー
ル
ニ
帰
リ
宿
ス
。

　
金
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
八
ア
ナ 

〃

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

写
真

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ー
イ

　
仝
十
六
ル
ピ
ー 

ホ
テ
ル

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

舟
代

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ
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仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
三
ア
ナ 

ラ
ム
ネ

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

パ
ン

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
ル
ピ
ー 

案
内
者

　
　
　
〆
三
十
ル
ピ
ー
十
一
ア
ナ

「
日
記
」

　
　
十
六
日
　
晴
天
、
朝
七
十
三
度
、
正
午
八
十
八
度
、
午
前
六

時
、
予
等
は
馬
車
を
傭
ふ
て
鹿
野
苑
に
赴
け
り
、
是
即
ち
釈
尊

仏
陀
伽
耶
成
道
、
最
初
此
地
に
来
り
て
法
輪
を
転
ぜ
し
所
な

り
、
七
時
鹿
野
苑
に
着
し
、
大
塔
に
向
て
誦
経
礼
拝
し
た
り
、

途
中
不
図
真
宗
本
派
の
留
学
生
川
上
貞
信
氏
、
天
台
宗
の
学
生

大
宮
孝
潤
の
二
師
に
逢
遇
し
た
り
、
師
等
も
今
回
仏
蹟
を
参
拝

せ
ん
為
め
、
孟
買
よ
り
当
地
に
来
り
た
る
も
の
な
り
、
此
に
於

て
予
等
は
、
同
行
者
七
名
と
成
り
た
り
、
蓋
し
日
本
仏
教
徒
が

七
名
も
打
連
立
ち
て
仏
蹟
に
参
詣
し
た
る
は
、
近
頃
珍
ら
し
き

話
な
り
、
同
十
一
時
ホ
テ
ル
に
帰
り
昼
飯
を
喫
し
、
暫
時
休
憩

の
後
、
午
後
二
時
九
分
ベ
ナ
レ
ス
発
の
急
行
列
車
に
乗
じ
、
七

時
六
分
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
に
着
し
、
直
ち
に
同
地
の
ダ
ツ
ク
バ
ン

ガ
ロ
ー
に
投
ぜ
り
、
此
地
よ
り
三
名
の
同
行
日
本
人
は
カ
ル
カ

ツ
タ
に
帰
れ
り
。

「
日
誌
」

十
月
十
七
日
　
晴
天

　
朝
六
十
七
度
、
正
午
百
五
度
、
午
前
六
時
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
ヲ
発

シ
、
タ
シ
ル
デ
ヲ
リ
ヤ
ニ
着
シ
宿
ス
。

　
金
五
ア
ナ 

バ
ナ
ヽ

　
仝
一
ア
ナ 

徳
利

　
仝
一
ル
ピ
ー 

朝
茶

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
六
ル
ピ
ー
十
ア
ナ 

バ
ン
ガ
ロ
ー

　
金
八
ア
ナ 

馬
車
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仝
拾
七
ル
ピ
ー
十
五
ア
ナ 

汽
車

　
仝
一
ル
ピ
ー 

茶

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

ビ
ス
ケ
ツ
ト

　
仝
一
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

ウ
イ
ス
キ
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

茶

　
仝
二
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ア
ナ 

乞
食

　
仝
四
ア
ナ 
ボ
ー
イ

　
仝
二
ル
ピ
ー 
買
物

　
仝
一
ル
ピ
ー 
買
物

　
仝
一
ル
ピ
ー 

牛
乳

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ク
セ
ス

　
　
　
〆
三
十
七
ル
ピ
ー
八
ア
ナ

「
日
記
」

　
　
十
七
日
、
晴
天
、
朝
六
十
七
度
、
正
午
汽
車
中
百
五
度
、
午
前

六
時
、
予
等
同
行
四
名
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
発
し
停
車
場
に
至

り
、
七
時
十
七
分
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
発
の
汽
車
に
て
仏
涅
槃
地
な

る
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
向
ふ
、
八
時
十
分
デ
ガ
ガ
ー
ト
停
車
場
に
着

し
、
夫
よ
り
汽
船
に
乗
じ
て
恒
河
を
渡
り
、
同
九
時
三
十
分
対

岸
な
る
ベ
ラ
ザ
ガ
ー
ト
停
車
場
に
着
し
、
直
ち
に
北
西
鉄
道
会

社
の
汽
車
に
乗
じ
て
タ
シ
ル
テ
ヲ
リ
ヤ
に
向
ふ
、
午
後
六
時
四

十
分
同
地
に
着
し
、
イ
ン
ス
ベ
ク
シ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
に
投
ず
。

「
日
誌
」

十
月
十
八
日
　
晴
天

　
朝
七
十
度
、
正
午
百
七
度
、
午
前
四
時
タ
シ
ル
デ
ヲ
リ
ヤ
ヲ
発

シ
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
ニ
到
テ
宿
ス
。

　
金
壱
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

牛
車

　
金
一
ル
ピ
ー 

買
物

　
仝
二
ル
ピ
ー 

バ
ザ
ー
買
物

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

米

　
仝
一
ル
ピ
ー 

卵
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仝
八
ア
ナ 

牛
乳
菓
子

　
仝
三
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

米
及
買
物

　
　
　
〆
十
一
ル
ピ
ー
三
ア
ナ

「
日
記
」

　
　
十
八
日
、
晴
天
、
朝
七
十
度
、
正
午
牛
車
上
百
七
度
、
午
前
四

時
予
等
は
イ
ン
ス
ベ
ク
シ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
を
発
し
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に

向
ふ
、
タ
シ
ル
デ
ヲ
リ
ヤ
よ
り
ク
シ
ナ
ガ
ラ
迄
は
、
行
程
僅
に

二
十
哩
な
る
も
、
僻
遠
の
地
な
る
を
以
て
、
道
路
険
悪
砂
漠
の

如
し
、
加
ふ
る
に
馬
車
の
便
無
き
を
以
て
、
予
等
は
牛
車
を
傭

ひ
て
荷
物
を
運
ば
し
め
、
自
か
ら
日
本
よ
り
携
へ
来
り
た
る
草

鞋
を
穿
ち
て
徒
歩
せ
り
、
午
後
七
時
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
着
し
、
大

塔
前
の
一
民
家
な
る
檐
下
に
席
を
舗
き
、
以
て
一
夜
を
明
か
せ

り
。

「
日
誌
」

十
月
十
九
日
　
晴
天

　
朝
七
十
二
度
、
正
午
九
十
度
、
終
日
涅
槃
地
ニ
留
リ
、
午
後
六
時

ヨ
リ
タ
シ
ル
デ
ヲ
リ
ヤ
ニ
帰
ル
。

　
金
四
ル
ピ
ー 

バ
ン
ガ
ロ
ー
室
代

　
仝
二
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ア
ナ 

ア
ン
マ

　
仝
二
ア
ナ 

替
銭

　
仝
二
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
　
　
〆
四
ル
ピ
ー
七
ア
ナ

「
日
記
」

　
　
十
九
日
、
晴
天
、
朝
七
十
二
度
、
正
午
檐
下
九
十
度
、
早
天
よ

り
沐
浴
し
て
涅
槃
堂
に
入
り
、
焼
香
供
養
し
終
日
誦
経
し
て
、

午
後
六
時
頃
よ
り
同
地
を
発
し
、
終
夜
徒
歩
し
て
タ
シ
ル
デ
ヲ

リ
ヤ
に
帰
れ
り
。

「
日
誌
」

十
月
二
十
日
　
晴
天

　
朝
六
十
九
度
、
正
午
七
十
六
度
、
終
日
タ
シ
ル
デ
ヲ
リ
ヤ
ニ
留

リ
、
午
後
九
時
ノ
汽
車
ニ
テ
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
ニ
帰
ル
。

　
金
二
ル
ピ
ー 

米
其
他
買
物



徳
源
寺
の
涅
槃
銅
像
に
つ
い
て
（
川
口
）

87─　   ─

　
仝
八
ア
ナ 

ア
ン
マ
及
乞
食

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ア
ナ 

乞
食

　
　
　
〆
二
ル
ピ
ー
十
五
ア
ナ

「
日
記
」

　
　
二
十
日
、
晴
天
、
朝
六
十
度
、
正
午
室
内
七
十
度
、
午
前
六
時

予
等
は
タ
シ
ル
デ
ヲ
リ
ヤ
イ
ン
ス
ベ
ク
シ
ヨ
ン
、
ハ
ウ
ス
に
着

し
、
前
夜
の
疲
労
を
休
め
ん
為
め
、
終
日
同
所
に
留
り
、
午
後

九
時
十
分
発
の
汽
車
に
て
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
に
向
へ
り
。

「
日
誌
」

十
月
二
十
一
日
　
晴
天

　
朝
六
十
六
度
、
正
午
九
十
一
度
、
午
前
七
時
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
ニ
着

シ
、
直
ニ
伽
耶
ニ
向
ヒ
、
午
後
五
時
仏
陀
伽
耶
ニ
着
ス
。

　
金
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

茶

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
七
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

汽
車

　
仝
三
ア
ナ 

バ
ナ
ヽ

　
仝
三
ア
ナ 

タ
バ
コ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
四
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

バ
ン
ガ
ロ
ー

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
三
ア
ナ 

油

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

買
物

　
仝
五
ア
ナ 

ク
リ

　
　
　
〆
十
八
ル
ピ
ー
八
ア
ナ

「
日
記
」

　
　
二
十
一
日
、
晴
天
、
朝
六
十
六
度
、
正
午
汽
車
中
九
十
一
度
、

午
前
五
時
ペ
レ
ザ
ガ
ー
ト
停
車
場
に
着
し
、
汽
船
に
乗
じ
て
恒
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河
を
渡
り
、
再
び
デ
ガ
ガ
ー
ト
よ
り
汽
車
に
乗
じ
て
バ
ン
キ

ポ
ー
ル
に
着
し
、
直
ち
に
伽
耶
鉄
道
の
汽
車
に
乗
じ
て
再
び
伽

耶
に
向
ふ
、
同
十
一
時
三
十
分
伽
耶
に
着
し
、
バ
ン
ガ
ニ
ー
に

於
て
昼
飯
を
喫
し
、
午
後
四
時
馬
車
を
駆
り
て
仏
陀
伽
耶
に
向

ふ
、
五
時
三
十
分
同
地
に
着
し
、
終
夜
塔
前
に
於
て
供
養
せ

り
。

「
日
誌
」

十
月
二
十
二
日
　
晴
天

　
朝
六
十
六
度
、
正
午
七
十
一
度
、
終
日
仏
陀
伽
耶
ニ
留
ル
。

「
日
記
」

　
　
二
十
二
日
、
晴
天
、
六
十
六
度
、
正
午
室
内
七
十
一
度
、
午
前

四
時
よ
り
予
等
一
同
沐
浴
し
、
大
塔
下
に
於
て
供
養
せ
り
、
午

後
六
時
、
予
は
特
別
に
二
十
余
箱
の
蝋
燭
を
買
求
め
、
大
塔
の

周
囲
に
点
し
以
て
万
灯
供
養
を
為
せ
り
、
此
は
予
我
が
国
十
方

の
有
志
諸
氏
に
代
り
て
供
養
の
徴
志
を
表
し
た
る
な
り
、
数
千

挺
の
は
蝋
燭
煌
々
と
し
て
輝
き
、
予
等
弥
経
の
声
は
瓏
々
と
し

て
終
夜
四
隣
に
徹
し
け
れ
ば
、
近
傍
の
老
若
男
女
は
何
事
や
出

来
し
け
ん
と
思
ひ
し
も
の
か
、
大
塔
の
周
囲
に
群
り
来
り
し
も

の
頗
る
多
か
り
き
、
仏
陀
伽
耶
の
仏
教
徒
中
に
知
ら
れ
て
よ

り
、
各
仏
教
国
よ
り
此
に
詣
り
し
も
の
数
千
人
、
然
れ
ど
も
今

回
の
如
き
大
供
養
を
行
ひ
た
る
は
、
未
曽
有
の
こ
と
な
り
と
同

地
止
住
僧
は
語
り
居
れ
り
。

「
日
誌
」

十
月
二
十
三
日
　
晴
天

　
朝
六
十
七
度
、
正
午
九
十
度
、
午
前
八
時
仏
陀
伽
耶
ヲ
発
シ
バ
ン

キ
ポ
ー
ル
ニ
到
リ
、
午
後
七
時
ノ
汽
車
ニ
乗
ジ
テ
カ
ル
カ
ツ
タ
ニ

帰
ル
。

　
金
九
ル
ピ
ー 

蝋
燭

　
仝
五
ル
ピ
ー 

ス
マ
ン
ガ
ラ
僧

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ー
イ

　
仝
八
ア
ナ 

花
持

　
仝
八
ア
ナ 

カ
ギ
預
り

　
仝
八
ア
ナ 

雪
隠
掃
除
人

　
仝
八
ア
ナ 

監
塔
吏
ノ
ボ
ー
イ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ
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仝
二
ア
ナ 

タ
ー
リ
ー

　
仝
二
ア
ナ 

牛
乳

　
仝
一
ア
ナ 

牛
乳

　
仝
二
ア
ナ 

タ
ー
リ
ー

　
仝
二
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

両
替

　
仝
一
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
金
二
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
二
ア
ナ 

煙
草

　
仝
四
ア
ナ 
新
聞

　
仝
八
ア
ナ 
ボ
ク
セ
ス

　
仝
三
ル
ピ
ー 
昼
飯

　
仝
二
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
四
ア
ナ 

ラ
ム
ネ

　
仝
八
ア
ナ 

荷
物
預
代

　
仝
三
ア
ナ 

ジ
ヤ
ボ
ン

　
仝
二
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

晩
飯

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
　
　
〆
弐
十
八
ル
ピ
ー
五
ア
ナ
二
パ
イ
ス

「
日
記
」

　
　
二
十
三
日
、
晴
天
、
朝
六
十
七
度
、
正
午
汽
車
中
九
十
度
、
予

は
暫
時
仏
阿
仏
陀
伽
耶
に
止
住
し
、
日
夕
供
養
す
る
の
覚
悟
な

り
し
も
、
同
行
者
の
都
合
に
よ
り
已
む
こ
と
を
得
ず
、
一
先
づ

同
地
を
出
立
す
る
こ
と
に
決
し
、
午
前
八
時
無
限
の
名
残
を
後

に
残
し
て
、
涙
と
共
に
仏
陀
伽
耶
を
辞
し
、
伽
辞
に
着
し
、
同

十
時
五
十
四
分
発
の
汽
車
に
乗
じ
て
バ
ン
キ
ポ
ー
ル
に
向
ふ
、

午
後
二
時
四
十
分
同
地
に
着
し
、
休
憩
の
後
七
時
六
分
発
の
急

行
列
車
に
乗
し
て
カ
ル
カ
ツ
タ
に
向
へ
り
。

「
日
誌
」

十
月
二
十
四
日
　
晴
天

　
朝
七
十
五
度
、
正
午
七
十
七
度
、
午
前
五
時
三
十
分
カ
ル
カ
ツ
タ

ニ
帰
着
シ
大
菩
提
会
ニ
投
シ
、
同
月
三
十
一
日
午
前
五
時
迄
同
所

ニ
留
錫
セ
リ
。

　
金
一
ル
ピ
ー 

馬
車
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仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
三
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
四
ア
ナ 

散
髪

　
仝
二
ア
ナ 

剃
髪

　
仝
八
ア
ナ 

煙
草

　
仝
二
ア
ナ 

紙

　
仝
六
ル
ピ
ー 

写
真

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー
十
二
ア
ナ 

蝋
燭

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 
馬
車

　
仝
二
ル
ピ
ー
十
四
ア
ナ 
洗
濯

　
仝
三
ル
ピ
ー 
饗
応
料

　
仝
三
ア
ナ
三
パ
イ
ス 

ラ
ム
ネ

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
金
六
ル
ピ
ー
十
五
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

端
書
印
紙

　
金
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
金
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

ウ
イ
ス
キ
イ

　
仝
六
ル
ピ
ー 

写
真

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ 

ラ
ム
ネ

　
仝
二
ア
ナ 

タ
バ
コ

　
仝
三
ア
ナ 

動
物
園

　
仝
三
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

洗
濯

　
仝
二
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

両
替

　
仝
二
ル
ピ
ー 

靴

　
仝
七
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

カ
バ
ン

　
仝
六
ア
ナ 

茶
碗

　
仝
二
ル
ピ
ー 

真
鍮
壷

　
仝
二
ル
ピ
ー
十
三
ア
ナ 

木
綿

　
仝
四
ル
ピ
ー 

キ
ヤ
リ
コ
ー

　
仝
六
ア
ナ 

下
駄

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
二
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

両
替

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
四
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
百
五
十
ル
ピ
ー 

船
賃

　
仝
四
ル
ピ
ー
七
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

団
扇
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仝
二
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

小
包
郵
便

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
四
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
二
ル
ピ
ー 
靴

　
仝
一
ル
ピ
ー 
本

　
仝
十
二
ア
ナ 
蝋
燭

　
仝
十
五
ア
ナ 

ホ
ー
キ

　
仝
四
ア
ナ 

両
替

　
仝
二
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
四
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

馬
車

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
一
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

壷

　
仝
二
ル
ピ
ー 

ク
リ

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
二
十
ル
ピ
ー 

大
菩
提
会

　
仝
八
ア
ナ 

ハ
シ
ケ

　
仝
二
ル
ピ
ー 

大
菩
提
会
ボ
ー
イ

　
仝
十
二
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
一
ル
ピ
ー
十
五
ア
ナ
二
パ
イ
ス 

ラ
ム
ネ

　
仝
四
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
二
ル
ピ
ー
四
ア
ナ 

馬
車

　
仝
二
ア
ナ
十
二
パ
イ
ス 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ー
イ

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
金
十
二
ア
ナ 

蝋
燭

　
仝
八
ア
ナ 

洗
濯
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仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
十
二
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
八
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
四
ア
ナ 

ク
リ

　
仝
八
ア
ナ 

ボ
ク
セ
ス

　
　
　
〆
弐
百
八
十
九
ル
ピ
ー
一
ア
ナ
三
パ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
此
内
五
ル
ピ
ー
川
上
氏
ヨ
リ
請
求

「
日
記
」

　
　
二
十
四
日
、
晴
天
、
朝
七
十
五
度
、
正
午
七
十
七
度
、
午
前
五

時
三
十
分
カ
ル
カ
ツ
タ
に
着
し
、
直
ち
に
ク
リ
ー
、
ク
ロ
ー
な

る
大
菩
提
会
投
せ
り
。

　
　
二
十
五
日
、
晴
天
、
朝
七
十
四
度
、
正
午
八
十
度
、
此
日
よ
り

三
十
一
日
午
前
五
時
迄
大
菩
提
会
に
留
錫
せ
り
、
大
菩
提
会
に

安
置
せ
し
有
る
仏
陀
伽
耶
八
万
四
千
の
霊
塔
の
中
な
る
小
塔
一

体
拝
請
せ
り
、
逗
留
中
に
同
所
在
留
の
日
本
岩
本
千
代
女
始

め
、
外
三
名
よ
り
数
度
饗
応
預
れ
り
、
博
物
館
、
動
物
館
、
植

物
園
等
を
見
物
せ
り
。

「
日
誌
」

十
月
三
十
一
日
　
晴
天

　
午
前
五
時
カ
ル
カ
ツ
タ
ヲ
発
シ
海
上
三
昼
夜
ヲ
歴
テ
、
十
一
月
三

日
午
前
八
時
ラ
ン
グ
ン
ニ
着
シ
、
ダ
ワ
イ
ヒ
ヤ
ン
寺
ニ
投
シ
、
同

月
十
一
日
午
後
四
時
迄
同
寺
ニ
逗
留
セ
リ
。

　
金
八
ア
ナ 

ボ
ー
イ

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
一
ル
ピ
ー 

馬
車

　
仝
二
ル
ピ
ー
八
ア
ナ 

馬
車

「
日
記
」

　
　
三
十
一
日
、
晴
天
、
朝
七
十
三
度
、
正
午
船
中
七
十
八
度
、
午

前
五
時
よ
り
大
菩
提
会
発
し
、
馬
車
に
乗
し
て
汽
船
に
乗
込
、

六
時
に
カ
ル
カ
ツ
タ
港
発
し
て
三
昼
夜
を
歴
て
、
十
一
月
三
日

朝
七
十
二
度
、
正
午
七
十
五
度
、
午
前
八
時
に
ビ
ル
マ
国
蘭
軍

港
に
着
、
直
に
上
陸
同
所
シ
ダ
ワ
イ
ヒ
ヤ
ン
寺
投
宿
せ
り
、
此

の
国
は
仏
教
国
に
し
て
、
同
所
数
百
余
ケ
寺
寺
院
有
り
、
ヒ
ヤ



徳
源
寺
の
涅
槃
銅
像
に
つ
い
て
（
川
口
）

93─　   ─

ン
寺
の
住
職
は
英
語
も
通
じ
て
名
僧
な
り
、
此
の
和
尚
よ
り
釈

尊
臥
如
来
石
像
二
体
拝
請
并
に
ハ
イ
タ
ラ
葉
の
古
き
経
七
枚
、

同
大
団
扇
一
本
貰
ひ
た
り
、
此
の
寺
に
八
日
間
船
待
せ
り
、
逗

留
中
に
日
本
人
吉
田
ユ
キ
宅
行
、
此
者
の
依
頼
に
て
日
本
人
の

墓
地
於
て
大
施
餓
鬼
を
修
行
せ
り
、
其
報
謝
と
し
て
六
日
間
弁

当
贈
く
ら
る
、
此
の
蘭
軍
市
に
高
大
な
る
仏
塔
三
ケ
所
有
り
、

大
裏
石
に
て
数
万
体
の
仏
像
安
置
有
り
、
実
に
信
心
国
な
り
。

　
　
十
一
日
、
晴
天
、
朝
七
十
度
、
正
午
七
十
三
度
、
午
後
四
時
ヒ

ヤ
ン
寺
発
し
、
馬
車
乗
し
て
汽
船
乗
込
、

　
　
十
二
日
、
午
前
六
時
に
蘭
軍
港
出
帆
、
満
四
昼
夜
を
歴
て
ピ
イ

ナ
ン
港
に
着
し
、
直
に
上
陸
、
日
本
人
寄
留
地
行
て
日
本
僧
安

藤
何
某
和
尚
に
面
会
し
て
、
此
人
の
案
内
に
て
日
本
人
墓
地
行

誦
経
せ
り
、
午
後
五
時
再
び
ピ
イ
ナ
ン
港
出
帆
、
三
昼
夜
を
歴

て
、

　
　
十
八
日
、
晴
天
、
午
後
四
時
新
嘉
坡
港
に
着
す
、
直
に
上
陸
、

コ
ラ
バ
町
三
十
七
号
松
尾
宮
吉
方
に
投
宿
せ
り
、
日
本
人
旅
館

な
り
、
此
所
に
て
日
本
郵
船
会
社
の
船
待
こ
と
二
十
日
間
な

り
、
逗
中
日
本
僧
釈
種
楳
仙
和
尚
色
々
御
見
舞
預
る
な
り
、
当

和
尚
の
案
内
に
て
公
園
地
見
物
、並
に
日
本
人
墓
地
誦
経
せ
り
。

　
　
十
二
月
七
日
、
雨
天
、
午
後
四
時
旅
館
松
尾
宅
発
す
。
和
泉
丸

に
搭
ず
、
翌
八
日
午
前
五
時
、
新
嘉
坡
港
出
帆
、
満
八
昼
夜
を

歴
て
、

　
　
十
五
日
、
晴
天
、
午
後
一
時
香
港
に
着
す
。

　
　
十
六
日
、
晴
天
、
上
陸
東
洋
館
投
宿
せ
り
。

　
　
十
七
日
、
晴
天
、

　
　
十
八
日
、
晴
天
、

　
　
十
九
日
、
晴
天
、
午
前
五
時
香
港
出
帆
す
。満
八
昼
夜
を
歴
て
、

　
　
二
十
六
日
、
晴
天
、
午
前
十
一
時
着
、
神
戸
港
に
無
事
帰
着

す
。
直
日
上
陸
、
蓬
莱
舎
に
投
宿
せ
り
、
今
回
印
度
地
方
は
大

旱
魃
に
し
て
大
飢
饉
な
り
、
不
肖
仏
蹟
止
住
難
出
来
、
無
拠
帰

朝
致
せ
り
、
か
の
国
を
縮
め
以
て
帰
り
、
我
国
名
古
屋
市
中
に

仏
蹟

　
　
　
　
　
　
　
　
入
竺
比
丘
梅
干
和
尚

　
　 

飯
田
道
一
白
　
　
　
　
　
　

　
右
の
よ
う
に
「
日
誌
」
と
「
日
記
」
を
対
照
し
て
み
た
結
果
、

「
日
誌
」
に
は
仏
蹟
巡
拝
中
に
使
用
し
た
も
の
や
金
額
が
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
が
、「
日
記
」
に
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
現
地
で
の
行
動
は
「
日
誌
」
よ
り
「
日
記
」
の
方
が
詳
し
く
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記
さ
れ
て
お
り
、
両
書
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
詳
し
い
道
一

の
行
動
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

五
、
涅
槃
銅
像
と
堂
宇
の
建
立

　
涅
槃
銅
像
は
明
治
三
十
六
年
末
ま
で
に
完
成
の
約
束
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
「
新
愛
知
」（
明
治
三
十
六
年
六
月
十
七
日
　
第
四

四
三
三
号
）
に
は
、

　
　
●
釈
迦
像
の
鋳
造

　
　
中
島
郡
稲
沢
村
な
る
梅
干
和
尚
事
飯
田
道
一
師
は
、
先
般
来
愛

知
郡
八
事
山
興
正
寺
境
内
遍
照
院
前
に
一
の
寝
釈
迦
堂
を
建
立

せ
ん
と
て
、
其
本
尊
と
す
べ
き
釈
迦
像
を
鋳
造
す
る
筈
に
て
、

こ
れ
に
要
す
る
材
料
を
蒐
集
せ
し
に
、
此
程
に
至
り
古
鏡
、
古

銅
類
数
万
貫
を
得
た
る
を
以
て
、
数
日
前
当
市
鉄
砲
町
の
岡
谷

惣
助
方
へ
本
年
末
迄
に
竣
成
の
約
束
に
て
鋳
造
方
を
依
嘱
せ
り

と
。
尚
ほ
竣
工
を
俟
ち
て
花
々
敷
同
院
へ
曳
込
み
据
付
け
後
、

堂
宇
の
建
立
に
着
手
せ
ん
計
画
に
て
、
已
に
敷
地
（
巾
五
十

間
、
竪
三
十
間
）
の
地
均
に
着
手
し
居
れ
り
と
云
ふ
。

と
あ
り
、
岡
谷
惣
助
と
の
約
束
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
安
置
場
所
は
八

事
山
興
正
寺
境
内
の
遍
照
院
前
に
寝
釈
迦
堂
を
建
立
し
、
そ
の
本
尊

と
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
も
敷
地
（
巾
五
十
間
、
竪
三
十
間
）

の
地
な
ら
し
も
行
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
道
一
は
明
治
四
十
二
年
十
一
月
十
六
日
午
後
三
時
に

病
気
の
た
め
眠
る
が
如
く
亡
く
な
っ
た
。「
名
古
屋
新
聞
」
第
四
九

九
九
号
（
明
治
四
十
二
年
十
一
月
十
六
日
）
の
訃
報
記
事
に
よ
れ

ば
、
十
九
日
午
後
一
時
よ
り
徳
源
寺
で
葬
儀
が
行
わ
れ
て
お
り
、

「
正
法
輪
」
第
二
六
九
号
（
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
二
日
）
の

「
彙
報
」
に
は
遷
化
の
広
告
が
あ
り
、

　
　
●
梅
干
和
尚
遷
化

　
　
梅
干
和
尚
と
て
其
名
も
高
き
老
雲
水
飯
田
道
一
師
は
、
去
月
十

六
日
中
風
症
の
為
め
、
午
後
三
時
眠
る
が
如
く
永
眠
せ
ら
れ
た

り
。
和
尚
は
釈
宗
演
老
師
の
法
兄
に
て
、
性
恬
淡
甞
て
名
聞
を

求
め
ず
。「
衲
は
若
い
時
か
ら
学
問
が
拙
で
、
寺
な
ど
は
持
た

ぬ
」
と
て
一
寺
の
住
職
た
る
を
肯
ん
せ
ず
、「
無
学
で
も
心
掛

一
つ
で
世
の
為
め
人
の
為
め
に
尽
せ
ぬ
筈
は
な
い
」
と
云
ふ
主

義
を
執
り
、
其
篤
行
仲
々
に
尠
か
ら
ざ
る
が
、
中
に
も
日
清
、

日
露
両
役
の
際
は
、
各
地
に
奔
走
し
て
梅
干
を
募
集
し
、
山
な

す
梅
干
樽
を
幾
回
と
な
く
戦
地
に
送
り
た
る
事
は
皆
な
人
の
知

る
所
に
し
て
、
梅
干
和
尚
の
名
も
之
れ
が
為
め
に
得
た
る
な
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り
。
而
し
て
師
は
、
甞
て
入
竺
も
し
、
又
は
生
前
丈
六
の
涅
槃

像
を
名
古
屋
徳
源
寺
境
界
に
建
立
さ
れ
し
が
、
故
に
去
る
十
九

日
徳
源
寺
に
は
遺
骸
を
迎
へ
て
、
右
涅
槃
像
の
下
に
い
と
盛
大

な
る
津
送
式
を
執
行
さ
れ
た
り
と
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
病
名
は
中
風
症
で
、
道
一
は
釈
宗
演
の
法
兄
に

あ
た
り
、
名
聞
を
求
め
ず
、
そ
の
篤
行
は
多
か
っ
た
。
十
九
日
に
は

徳
源
寺
に
遺
骸
を
迎
え
、
涅
槃
銅
像
の
下
で
津
葬
式
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、「
禅
宗
」
第
一
七
七
号
（
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
五
日
）
に

は
、

　
　
●
梅
干
和
尚
の
遷
化

　
　
去
ぬ
る
日
清
戦
役
の
砌
、
恤
兵
の
代
に
と
て
や
ぶ
れ
法
衣
に
や

ぶ
れ
草
鞋
老
躯
を
も
厭
は
ず
、
自
ら
荷
車
に
大
鉦
を
乗
せ
た
る

を
曳
き
歩
て
、
東
西
南
北
よ
り
梅
干
の
喜
捨
を
乞
ひ
、
其
労
苦

の
結
果
、
蒐
集
な
し
得
た
る
数
万
石
の
梅
干
を
戦
地
に
送
り
た

る
。
世
に
も
奇
特
の
事
曽
て
、
畏
多
く
も
久
邇
宮
殿
下
の
御
聴

き
に
達
し
、
先
つ
年
宮
殿
下
御
来
名
の
折
と
か
和
尚
を
わ
ざ

〳
〵
御
旅
館
へ
召
し
寄
せ
ら
れ
「
和
尚
は
太
う
梅
干
が
好
き
と

ナ
」
と
の
親
し
き
御
言
葉
を
賜
は
り
、
且
つ
沢
山
の
梅
干
の
御

馳
走
を
な
し
給
は
り
て
、
一
身
の
光
栄
を
荷
ひ
梅
干
和
尚
の
名

を
児
童
走
卒
に
ま
で
知
ら
れ
た
る
名
古
屋
市
中
区
袋
町
医
王
寺

寄
寓
飯
田
道
一
師
は
、
本
年
春
頃
よ
り
中
風
症
に
罹
り
専
ら
療

養
中
な
り
し
処
此
程
の
寒
気
に
病
勢
俄
に
革
ま
り
、
去
月
十
六

日
午
後
七
十
三
歳
を
一
期
と
し
て
溘
焉
遷
化
せ
り
。
和
尚
は
故

越
渓
禅
師
の
法
嗣
に
し
て
、
今
を
去
る
二
十
年
以
前
身
を
雲
水

に
任
し
て
飄
然
と
し
て
名
古
屋
市
に
来
り
し
を
、
東
区
宝
町
河

村
武
七
氏
等
が
和
尚
の
風
貌
凡
俗
を
超
絶
せ
る
に
帰
依
し
種
々

世
話
を
な
し
、
今
日
に
至
り
た
る
も
の
に
て
和
尚
に
は
世
に
伝

ふ
べ
き
奇
行
尠
か
ら
ざ
る
中
に
も
最
も
著
し
き
は
、
日
清
戦
役

後
軍
馬
の
戦
死
を
憐
み
て
其
供
養
塔
を
東
区
新
出
来
町
臨
済
宗

道
場
徳
源
寺
に
建
立
せ
し
外
、
単
身
印
度
を
漫
遊
し
て
白
玉
の

仏
像
其
他
数
多
の
珍
品
を
将
来
し
、
帰
朝
後
は
拘
尸
那
城
の
釈

尊
涅
槃
像
が
最
も
気
に
入
り
た
り
と
て
同
じ
涅
槃
像
を
鋳
造
せ

ん
も
の
と
発
願
し
、
一
万
数
千
円
の
浄
財
を
集
め
て
此
程
漸
く

中
区
鉄
砲
町
一
丁
目
金
物
商
岡
谷
惣
助
氏
の
手
に
成
り
た
る
を

徳
源
寺
の
松
林
中
に
安
置
し
、
尚
一
大
殿
堂
を
建
立
せ
ん
と
て

苦
心
中
、
遂
に
其
志
を
果
さ
ず
遷
化
し
た
る
な
り
。
病
中
は
生

前
の
約
束
に
て
駿
河
町
の
中
川
痔
療
病
院
長
が
施
療
し
、
長
者

町
万
常
未
亡
人
伊
藤
ミ
タ
子
が
篤
志
看
護
婦
と
な
り
た
る
に
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付
、
葬
儀
は
和
尚
の
遺
言
に
依
り
印
度
よ
り
将
来
せ
し
白
玉
仏

像
を
収
め
た
る
箱
を
棺
桶
と
し
て
用
ゐ
。
去
月
十
八
日
午
後
一

時
前
記
丈
六
涅
槃
像
の
尊
前
に
於
て
徳
源
寺
師
家
碧
松
軒
盧
山

老
師
導
師
と
な
り
、
一
山
の
大
衆
を
率
ゐ
て
一
切
御
布
施
無
し

の
葬
儀
を
営
め
り
と
云
ふ
。
因
に
梅
干
和
尚
自
作
の
涅
槃
像
殿

堂
建
立
の
募
縁
文
左
の
如
し
。

　
　
　
此
皺
く
ち
や
の
梅
干
和
尚
事
、
七
十
古
稀
を
過
ぎ
し
よ
い
齢

を
し
て
、
俄
か
に
鴬
を
鳴
か
す
や
う
な
花
嫁
が
欲
し
く
な
り

候
ま
ゝ
、
先
年
鉄
草
鞋
を
穿
き
な
が
ら
、
遠
き
印
度
三
界
ま

で
尋
ね
廻
り
、
漸
く
拘
尸
那
と
申
す
処
に
て
探
し
当
て
候

は
、
色
の
黒
き
丈
六
涅
槃
像
に
て
候
。
扨
帰
朝
以
来
、
花
に

つ
れ
月
に
つ
れ
此
御
姿
恋
し
く
て
恋
し
く
て
堪
へ
ら
れ
ず
候

ま
ゝ
、
セ
メ
て
写
真
の
代
り
に
と
。
当
市
の
岡
谷
惣
助
氏
に

相
頼
み
て
、
発
願
鋳
造
致
し
候
か
、
即
ち
徳
源
寺
の
松
林
、

草
を
枕
に
コ
ロ
リ
寝
転
び
て
お
は
す
釈
尊
涅
槃
像
が
か
れ
に

て
候
、
和
尚
事
つ
ら
〳
〵
惟
み
る
に
、
我
々
衆
生
に
は
朝
夕

雨
露
を
凌
ぐ
家
有
之
候
に
、
釈
尊
涅
槃
像
に
一
宇
の
殿
堂
さ

へ
無
之
は
、
和
尚
死
し
て
の
後
も
心
残
り
に
候
、
あ
は
れ
願

く
は
江
湖
有
縁
の
人
達
、
和
尚
の
香
奠
代
り
と
思
召
し
て
、

一
日
も
早
く
此
殿
堂
建
立
あ
ら
ん
事
を
。

 

梅
干
和
尚
頓
首
敬
白
　
　

と
の
記
事
が
あ
り
、
晩
年
は
名
古
屋
市
中
区
袋
町
の
医
王
寺
に
寄
寓

し
て
い
た
よ
う
で
、
徳
源
寺
師
家
の
関
盧
山
の
導
師
に
よ
っ
て
葬
儀

が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
自
作
の
涅
槃
像
殿
建
立
の
募
縁
文
も
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
四
十
四
年
五
月
十
二
日
発
行
の
「
正
法
輪
」
第
二
八
六
号
に

は
、

　
　
●
徳
源
寺
の
金
銅
涅
槃
像

　
　
名
古
屋
徳
源
寺
の
金
銅
涅
槃
像
は
、
今
は
物
故
し
た
れ
ど
も
、

曽
て
梅
干
和
尚
と
て
名
高
き
飯
田
道
一
師
が
、
廃
物
の
古
鐘
八

百
余
貫
を
蒐
集
し
て
鋳
造
し
た
る
、
実
に
重
量
一
千
余
貫
の
大

像
な
る
が
、
初
め
道
一
師
は
之
れ
を
八
事
山
に
安
置
す
る
筈
な

り
し
も
、
鋳
造
の
為
め
莫
大
の
負
債
を
生
じ
、
為
に
同
山
に
奉

安
す
る
能
は
ず
。
已
む
な
く
徳
源
に
来
り
て
盧
山
和
尚
に
謀
り

た
る
に
和
尚
の
曰
く
、
衲
は
銅
像
を
引
受
く
る
に
異
論
な
け
れ

ど
も
借
金
迄
は
御
免
な
り
と
。
然
り
と
雖
も
銅
像
は
、
借
金
持

ち
の
銅
像
に
て
如
何
と
も
す
可
ら
ざ
る
に
付
き
、
盧
山
師
一
策

を
案
じ
語
を
改
め
て
曰
く
、
借
金
は
銅
像
に
依
り
て
出
来
た
る



徳
源
寺
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て
（
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も
の
な
れ
ば
、
そ
の
借
金
は
釈
尊
自
身
に
弁
済
す
べ
き
な
り
。

依
り
て
之
れ
を
当
山
の
境
内
に
安
置
し
、
賽
銭
を
以
て
元
済
の

方
法
を
講
ず
可
し
と
。
道
一
師
此
の
提
案
に
膝
を
打
ち
、
妙
々

と
呼
ん
で
大
に
悦
び
、
早
速
此
旨
を
同
市
の
鋳
造
人
た
る
岡
谷

惣
助
氏
（
貴
族
院
議
員
）
に
謀
り
た
る
処
、
同
氏
も
亦
大
に
賛

し
、
さ
ら
ば
と
て
氏
自
ら
一
千
金
を
寄
附
さ
れ
た
り
。
兎
角
す

る
内
、
同
氏
の
一
統
よ
り
も
亦
金
二
百
円
他
に
も
此
の
美
挙
を

聞
き
て
寄
附
す
る
人
尠
ら
ず
。
斯
く
て
六
千
八
百
円
の
負
債
も

殆
ど
償
却
し
て
、
今
は
僅
に
六
百
余
円
の
負
債
あ
る
の
み
。
而

し
て
此
の
事
世
間
に
喧
伝
さ
る
ゝ
や
、
徳
源
の
お
釈
迦
様
は
借

金
ヌ
キ
の
お
釈
迦
様
な
り
と
て
、
忽
ち
名
高
く
な
り
、
昨
今
に

て
は
参
詣
人
引
き
も
き
ら
ず
、
益
々
大
繁
盛
な
り
。
依
て
今
回

涅
槃
堂
建
築
の
議
起
り
、
予
算
金
壱
万
円
の
予
定
に
て
宏
壮
な

る
御
堂
を
建
て
、
来
年
五
月
一
日
迄
に
全
部
竣
工
の
予
定
に

て
、
既
に
去
る
四
月
三
日
之
れ
か
起
工
式
を
挙
行
せ
り
。
図
案

は
本
山
の
開
山
塔
に
習
ひ
て
輪
奐
の
美
を
尽
し
、
棟
上
の
総
輪

頭
は
銅
の
一
丈
二
尺
と
云
ふ
大
形
の
も
の
を
用
ひ
、
代
金
一
千

二
百
円
こ
れ
又
岡
谷
氏
の
一
寄
進
に
て
、
又
堂
に
用
ゆ
る
一
切

の
瓦
は
小
田
井
村
松
沢
与
七
氏
の
寄
附
な
り
と
云
ふ
。
嗚
呼
釈

尊
の
偉
徳
か
将
又
盧
山
師
の
陰
徳
か
近
来
珍
ら
し
き
逸
話
な
ら

ず
や
。

と
あ
り
、
八
事
山
興
正
寺
に
安
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
鋳
造
の
た
め
に
莫
大
な
負
債
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
明
治
四
十
四
年
四
月
三
日
に
徳
源
寺
に
お
い
て
涅
槃
堂
の
起
工

式
が
挙
行
さ
れ
た
。

注（
１
） 

『
国
史
大
辞
典
』
第
十
三
巻
（
平
成
四
年
四
月
　
吉
川
弘
文
館
）

七
三
二
頁
の
「
明
治
時
代
」
よ
り
要
旨
を
採
っ
た
。

（
２
） 

高
楠
順
次
郎
「
明
治
仏
教
の
大
勢
」（「
現
代
仏
教
」
第
百
五
号
　
　

昭
和
八
年
七
月
　
現
代
仏
教
社
）
十
一
頁
の
要
旨
よ
り
採
っ
た
。

（
３
） 

『
梅
干
和
尚
』
七
頁
で
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
六
月
の
誕
生

と
あ
り
、
六
十
五
頁
の
遷
化
で
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十

一
月
十
六
日
午
後
四
時
に
七
十
八
歳
で
円
寂
と
あ
る
。
し
か
し
、
天
保

八
年
〜
明
治
四
十
二
年
は
七
十
三
歳
と
な
る
た
め
、『
郷
土
の
人
物

誌
』
所
収
の
誕
生
説
を
採
っ
た
。

（
４
） 

演
説
会
は
「
飯
田
道
一
氏
の
演
説
会
」
と
題
し
て
、
五
月
一
日
に

中
島
郡
稲
沢
町
の
地
蔵
堂
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
「
能
仁
新
報
」
第
二
一

八
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。


